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文 教 常 任 委 員 会 記 録

１．会議日時

平成１９年３月１２日（月）午前１０時１分　開会

　　　　　　　　　　　　　午後　４時　　　散会

１．場所

第二委員会室

１．出席委員

委 員 長� 嶋野浩一朗 � 副委員長� 川口純子 � 委　　員� 森西　正

委　　員� 藤浦雅彦 � 委　　員� 石橋徳治 � 委　　員� 山本善信

１．欠席委員

なし

１．説明のため出席した者

市　長　森山一正� 教育長　和島　剛

教育総務部長　羽原　修� 同部理事　福元　実�

同部次長兼総務課長　馬場　博　　　同部参事兼学校教育課長　大路　守

総務課参事　岩見賢一郎� 学務課長　田橋正一� 同課参事　北野人士

学校教育課参事　前馬晋策� 同課指導主事　筒井　豊� 同課指導主事　宮地　仁

人権教育室長　平松直樹� 教育研究所長　山本　泉

生涯学習部長　奥田秋広� 同部次長兼生涯学習スポーツ課長　中岡曰生

同課参事　田川昭義� 青少年課長　池上　彰� 同課参事　小林寿弘

市民図書館長　高山真弓� 同館参事　高田繁夫

１．出席した議会事務局職員

事務局長　岸本文夫� 同局書記　中井真穂

１．審査案件（審査順）

議案第　１号　平成１９年度摂津市一般会計予算所管分

議案第　９号　平成１８年度摂津市一般会計補正予算所管分

議案第２６号　摂津市私立幼稚園の園児の保護者に対する補助金交付条例の一部を改

正する条例制定の件

議案第２７号　摂津市スポーツ広場条例の一部を改正する条例制定の件
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（午前１０時１分　開会）

○嶋野委員長　ただいまから文教常任委

員会を開会します。

　理事者からあいさつを受けます。

　森山市長

○森山市長　おはようございます。

　連日、代表質問等々でお忙しいところ、

きょうは委員会をおもちいただきまして、

大変ありがとうございます。

　本日は、過日の本会議で付託されまし

た議案についてご審査いただくわけでご

ざいますが、何とぞ慎重審査のうえ、ご

可決賜りますようお願い申し上げます。

　私は、一たん退席をいたしますが在庁

いたしておりますので、どうぞよろしく

お願いいたします。ありがとうございま

した。

○嶋野委員長　あいさつが終わりました。

　本日の委員会記録署名委員は藤浦委員

を指名します。

　審査の順序につきましては、お手元に

配付しています案のとおり行うことに異

議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○嶋野委員長　異議なしと認め、そのよ

うに決定します。

　暫時、休憩します。

（午前１０時２分　休憩）

（午前１０時３分　再開）

○嶋野委員長　再開します。

　議案第１号所管分及び議案第９号所管

分の審査を行います。

　補足説明を求めます。

　羽原教育総務部長。

○羽原教育総務部長　それでは、議案第

１号、平成１９年度摂津市一般会計当初

予算のうち、教育委員会にかかわります

部分につきまして補足説明をさせていた

だきます。

　まず、予算書２１ページをお開きくだ

さい。

　平成１９年度当初予算のうち、款９、

教育費の総額は３４億７，３３１万９，

０００円で、前年度に比べまして約２１

％、６億２７１万４，０００円の増額と

なっております。

　それでは、以下、予算書の事項別明細

書の目を追って、その主なものについて

ご説明申し上げます。

　まず、歳入でございますが、教育費を

一括してご説明申し上げます。

　３７ページの款１３、使用料及び手数

料、項１、使用料、目７、教育使用料の

主なものといたしましては、幼稚園の入

園金及び保育料、各種スポーツ施設の使

用料、学校開放に伴う学校施設等使用料、

学童保育室使用料や公民館の使用料等で

ございます。

　続いて、４３ページの款１４、国庫支

出金、項１、国庫負担金、目３、教育費

国庫負担金は、小学校統合に伴う公立学

校施設整備費国庫負担金でございます。

　次に、４５ページ、款１４、国庫支出

金、項２、国庫補助金、目３、教育費国

庫補助金の主なものといたしましては、

小・中学校の理科教育等設備整備費補助

金、養護教育就学奨励費補助金、幼稚園

教育の振興を図るための就園奨励費補助

金、味舌東小学校の給食調理場整備にか

かります義務教育施設整備費補助金など

でございます。

　次に、５４ページの款１５、府支出金、

項２、府補助金、目８、教育費府補助金

の主なものといたしましては、学童保育

室運営に対する放課後児童健全育成事業

費補助金。

　５５ページに移りまして、小学校の校

門に配置している受付員に対する学校安

全緊急対策事業費補助金、鳥飼西小学校

学童保育教室新築工事に対する子育て支
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援のための拠点施設整備事業補助金、１

８年度まで国の委託金を受けて開催して

おりました地域子ども教室、わくわく広

場を新たに１９年度より放課後子ども教

室として開催する経費に対する放課後子

ども教室推進事業補助金などでございま

す。

　続きまして、５７ページの項３、委託

金、目４、教育費委託金は、府の委託事

業に係る委託金で、自学自習力を育成す

るためのサポート事業に係る委託金、不

登校支援協力員配置事業に係る委託金、

１９年度より始まります環境教育推進モ

デル地域事業委託金などでございます。

　次に、６１ページ、款１９、諸収入、

項３、貸付金元利収入、目１、奨学資金

貸付金元金収入は、経済的理由により高

等学校等への就学が困難な生徒に貸し付

けいたしました奨学資金の償還金でござ

います。

　次に、６２ページからの項４、雑入、

目１、雑入のうち、教育委員会にかかわ

る主なものといたしましては、６５ペー

ジに記載しております学校等における事

故に備える日本スポーツ振興センター掛

金、小学校の給食物資購入に係る保護者

負担金としての学校給食費負担金、摂津

音楽祭審査料、水泳教室参加費などでご

ざいます。

　それでは、引き続きまして、教育総務

部にかかわります歳出についてご説明を

申し上げます。

　まず、１８９ページの款９、教育費、

項１、教育総務費、目１、教育委員会費

は、教育委員にかかわります経費でござ

います。

　次に、目２、事務局費は、教育委員会

事務局の運営全般にかかわる経費でござ

いまして、その主なものといたしまして

は、１９０ページ、賃金では障害児介助

員賃金のほか、１９年度より始まります

特別支援教育推進事業に伴い、新たに２

名の障害児等支援員を雇用するための賃

金、校務補助嘱託員の賃金でございます。

報償費では、新入学児童に対するランド

セルの購入費でございます。

　１９１ページに移りまして、需用費で

は、総務課、学務課の管理する公用車両

の経費、コピー機、パソコン等のＯＡ機

器の管理経費、小学校新１年生に貸与す

る防犯ブザーの購入費や受付員の制服な

ど、安全対策事業に係る経費等でござい

ます。

　また、委託料では、児童の通学時にお

ける交通安全を確保する交通専従員業務

委託料並びに安全対策事業として小学校

及び幼稚園での来訪者受付員等の委託料

でございます。

　続いて、１９２ページに移りまして、

使用料及び賃借料では、茨木養護学校へ

通学する障害を持つ児童・生徒に対する

自宅からバス停までのタクシー送迎経費。

貸付金といたしましては、経済的理由に

より高等学校等への進学が困難な生徒へ

の奨学資金でございます。

　次に、１９３ページ、目３、教育研究

所費は、教育研究所の運営にかかわる経

費で、主なものといたしましては、不登

校や家庭問題など、さまざまな問題事象

への教育相談等に要する経費で、スクー

ルカウンセラーにかかわる教育指導嘱託

員報酬、職員研修などに要する報償費及

び１９４ページにございます教育研究会

の補助金などでございます。

　同ページの目４、教育指導費は、教育

指導並びに職員の資質向上を図るための

研修経費等で、主なものといたしまして

は、家庭教育相談員を配置することによ

り、各学校にサポートチームをつくり、

家庭に対する具体的な支援を行う学校・
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家庭連携支援モデル事業に係る報償費、

不登校緊急対策のための支援協力員に要

する報償費、教員の指導用図書購入に係

る教務用品支給事業に係る需用費、国際

理解教育のため小・中学校の英語指導助

手派遣に係る委託料、また、障害児教育

の充実策として１９年度より始まります

特別支援教育推進事業にかかります委託

料、各種研究会等への補助金などでござ

います。

　続いて、１９６ページ、目５、教育推

進費は、中国帰国子女の日本語指導のた

めの教師派遣に係る経費が主なものでご

ざいます。

　同ページの目６、人権教育指導費は、

人権教育研究会補助金がその主なもので

ございます。

　次に、１９７ページからの項２、小学

校費、目１、学校管理費は、小学校１２

校の学校運営のための消耗品費、光熱水

費、備品購入費等の経費及び施設の維持

管理のための委託、点検経費のほか、施

設や設備の補修のための経費でございま

す。

　前年度に比べまして、人件費の減少や

必要経費の精査によりまして、減額となっ

ております。

　続いて、１９９ページ、目２、教育振

興費は、教育用器具購入のための備品購

入費、経済的理由により就学困難な児童

に対する扶助費などでございます。

　続いて、同ページから２００ページに

またがる目３、保健衛生費は、学校保健

法に基づき委嘱いたしております学校医

等に対する報酬及び児童、教職員に対す

る各種健康診断委託等の経費でございま

す。

　続きまして、２０１ページ、目４、学

校給食費は、臨時の給食調理員等の賃金、

給食施設維持補修費、衛生管理経費など

の学校給食運営費及び経済的理由により

就学困難な児童に対する給食費に係る扶

助費等でございます。

　前年度に比べまして、鳥飼西小学校の

給食調理室改修工事及び統合によります

味舌東小学校給食調理場の整備工事に係

る継続費のうち、平成１９年度年割分を

計上したため増額となっております。

　続いて、２０２ページ、目５、養護学

級費は、小学校の養護学級の運営経費で

ございまして、平成１９年度より障害児

教育の充実策として実施されます特別支

援教育の開始を受け、前年度と比べまし

て増額となっております。

　同ページ、目６、建設事業費は、統合

に伴います味舌東小学校の校舎整備事業

の継続費に係る平成１９年度年割分の工

事費及び工事監理委託料でございます。

　なお、この小学校整備事業の校舎整備

及び先ほどご説明しました給食場整備に

かかわります継続費の全体計画及び年割

額につきましては、２４５ページに記載

しておりますので、あわせてご参照願い

ます。

　続きまして、２０３ページからの項３、

中学校費、目１、学校管理費は、中学校

５校の学校運営のための消耗品費、光熱

水費、平成１９年度新たに配備するＡＥ

Ｄ、自動体外式除細動器など備品購入費

等の経費及び施設の維持管理のための委

託、点検経費のほか、施設や設備の補修

に係る経費などでございます。

　前年度に比べまして、人件費の減少や

必要経費の精査によりまして減額となっ

ております。

　続いて、２０５ページ、目２、教育振

興費は、小学校と同様に教育に必要な備

品の購入に要する経費や、経済的理由に

より就学困難な生徒に対する扶助費など

でございます。
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　続いて、２０６ページ、目３、保健衛

生費は、小学校と同様に学校医等に対す

る報酬及び生徒、教職員に対する各種健

康診断などの経費でございます。

　続いて、２０７ページ、目４、養護学

級費は、中学校の養護学級の運営経費等

でございまして、小学校と同様に障害児

教育の充実を図るため、前年度と比べま

して増額となっております。

　次に、２０８ページからの項４、幼稚

園費、目１、幼稚園管理費は、幼稚園３

園の運営のための消耗品費、光熱水費、

備品購入等の経費及び幼稚園施設設備の

修繕や保守点検等に要する経費でござい

ます。

　前年度に比べまして、人件費の減少の

ため減額となっております。　

　２０９ページ、目２、教育振興費は、

幼稚園教育の推進を図るための私立幼稚

園就園奨励費補助金、また私立幼稚園園

児の保護者に対する保育料の負担軽減の

ための私立幼稚園園児保護者補助金など

でございまして、１９年度より従来の４、

５歳児に加え、新たに３歳児にまで補助

対象を拡大するため、前年度に比べて増

額となっております。

　最後に、２１０ページ、目３、保健衛

生費は、小学校、中学校と同様に園医等

に対する報酬及び各種健康診断等の経費

でございます。

　以上、教育委員会にかかわります歳入

と教育総務部にかかわる歳出予算の補足

説明とさせていただきます。

○嶋野委員長　続きまして、奥田生涯学

習部長。

○奥田生涯学習部長　議案第１号、平成

１９年度摂津市一般会計当初予算の歳出

のうち、生涯学習部にかかわる部分につ

きまして、事項別明細書の目を追って、

主なものについて補足説明をさせていた

だきます。

　初めに、２１１ページ、款９、教育費、

項５、社会教育費、目１、社会教育総務

費の主なものは、一般事務執行経費のほ

か、社会教育委員の設置事業や各種負担

金などでございます。

　２１２ページ、目２、文化振興費の主

なものは、市民の手づくり文化の創造を

目指して開催される市美術展、こども展

覧会、芸能文化祭、演劇祭、音楽祭など

の各種文化振興事業に係る経費や、生涯

学習関係団体に参加を呼びかけ、交流、

ふれあいを目指す生涯学習フェスティバ

ル開催に係る経費、文化関係団体の活動

補助金などでございます。

　前年度と比べ増額となっております主

な理由といたしましては、本市の文化振

興計画策定に向け設置されている文化振

興計画策定懇話会の開催に係るもの、音

楽祭の市民還元を図るために実施される

フレッシュコンサートに係る経費を計上

したことなどによるものでございます。

　２１３ページ、目３、青少年対策費の

主なものは、地域に密着した青少年の健

全育成を推進するため委嘱いたしており

ます青少年指導員事業、成人祭、並びに

青少年リーダー養成を目的としたチャレ

ンジャークラブをはじめ、青少年を対象

とした各種事業の開催経費のほか、１２

学童保育室の管理運営経費、地域の皆さ

んにご協力いただきながら取り組んでお

りますこども１１０番の家や子どもの安

全見まもり隊など、子どもの健全育成や

安全確保に要する経費などでございます。

　前年度と比べ、増額となっております

主な理由といたしましては、社会教育指

導嘱託員報酬のほか、平成１９年度より

地域教育協議会に関する事務を青少年課

が主体となって取り組むことから、各中

学校区への補助金を青少年対策費で計上
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したことや鳥飼西小学校の児童増加に伴

う同小学校学童保育室の新築工事、市民

の皆様から協力者を募り、自転車の前か

ごに取りつけていただくこども１１０番

の自転車プレートの作成経費、昨年まで

国の委託金を受け開催しておりました地

域子ども教室、わくわく広場を放課後子

ども教室として開催する経費を計上した

ことなどによるものでございます。

　２１６ページ、目４、公民教育費の主

なものは、家庭教育学級や女性学級の設

置事業、生涯学習まちづくり推進市民会

議の運営事業などに係る経費でございま

す。

　目５、公民館費の主なものは、公民館

長、公民館運営審議会委員の報酬や市内

公民館に配置されております社会教育指

導嘱託員報酬、各公民館の維持補修に係

る経費、並びに管理運営や各種講座開催

に係る経費でございます。

　前年度と比べ減額となっております主

な理由といたしましては、公民館の施設

改修に係る経費が減少したことなどによ

るものでございます。

　２１８ページ、目６、文化財保護費の

主なものは、文化財保護審議会の開催事

業、埋蔵文化財の試掘、発掘調査に必要

な消耗品等に要する経費でございます。

　２１９ページ、項６、図書館費、目１、

図書館総務費の主なものは、社会教育指

導嘱託員の人件費、摂津市施設管理公社

への委託料及び図書館協議会開催等に係

る経費でございます。

　前年度と比べ減額となっております主

な理由といたしましては、一般職員の人

件費の減によるものでございます。

　２２０ページ、目２、図書館管理費の

主なものは、図書館司書の賃金、施設の

維持管理、コンピュータシステムの借り

上げ、図書資料の購入、図書の貸出券の

印刷及び講演会開催などに係る経費でご

ざいます。

　前年度に比べまして、鳥飼図書センター

のコンピュータシステムについては、平

成１９年度での更新を見送ったことによ

る借上料の減額はあるものの、鳥飼図書

センターの臨時職員の非常勤職員化及び

人事課で予算化しておりました行政パー

トナーの賃金を図書館管理費に計上した

ことによる非常勤職員等賃金の増額、図

書館システム保守管理委託料の新規予算

化や軽自動車買いかえのための機械器具

費を計上したことなどにより増額となっ

ておるものでございます。

　２２２ページ、項７、保健体育費、目

１、保健体育総務費の主なものは、３４

名の体育指導委員の報酬、一般事務執行

経費のほか、各種負担金に係る経費でご

ざいます。

　前年度と比べ減額となっております主

な理由といたしましては、一般職員の人

件費の減、体育指導委員活動に要するユ

ニフォームの更新がないことによる消耗

品の減額などでございます。

　２２３ページ、目２、体育振興費の主

なものは、市長杯総合スポーツ大会や市

民マラソン大会、各種スポーツ教室の開

催など、スポーツ振興事業に係る経費、

また本年で１７回目を迎えます地区市民

体育祭など、社会体育関係団体への活動

補助金などでございます。

　２２４ページ、目３、体育施設費の主

なものは、温水プールの駐車場整備に係

る費用、各体育施設の維持補修に係る経

費や管理運営経費などでございます。

　前年度に比べ増額となっております主

な理由といたしましては、温水プール濾

材入れ替えや指定管理者の体育施設の受

付、管理運営業務の比重増に伴うふれあ

いルーム職員人件費の予算の組み替え、
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スポーツ団体から要望の強い用具の保管

庫を青少年広場に設置することに伴うも

のなどでございます。

　以上、生涯学習部にかかわります歳出

内容の補足説明とさせていただきます。

○嶋野委員長　引き続きまして、議案第

９号について、羽原教育総務部長。

○羽原教育総務部長　議案第９号、平成

１８年度摂津市一般会計補正予算（第４

号）のうち、教育委員会にかかわります

部分について、一括してご説明を申し上

げます。

　まず、第１表、歳入歳出予算補正のう

ち、６ページの歳出でございますが、款

９、教育費の補正前の額３２億６，９２

９万２，０００円に２億３，３８０万円

を増額し、補正後の予算額を３５億３０

９万２，０００円といたすものでござい

ます。

　８ページ、第２表、継続費は、味舌東

小学校の校舎増改築及び給食調理場整備

工事、またそれらに伴います工事監理の

費用について、入札結果を受けて、総額

を９億９，７５２万２，０００円から８

億１，５４２万５，０００円に減額し、

それに伴って年割額を再設定いたすもの

でございます。

　なお、この継続費につきましては、７

９ページに当該年度及び翌年度の支出予

定額、並びに事業の進行状況等に関する

調書を記載いたしておりますので、あわ

せてご参照を願います。

　９ページ、第３表、繰越明許費、款９、

教育費、項２、小学校費は、柳田小学校

の耐震補強及び校舎増改築工事に伴うも

ので、国の補助金の内定に伴いまして１

９年度事業を前倒しし、１８年度予算に

計上させていただくもので、その全額を

１９年度に繰り越しさせていただくもの

でございます。

　それでは、１２ページからの歳入歳出

補正予算事項別明細書の目を追って、主

なものについて補足説明をさせていただ

きます。

　まず、歳入でございますが、１８ペー

ジ、款１４、国庫支出金、項２、国庫補

助金、目３、教育費国庫補助金は、柳田

小学校の耐震補強及び校舎増改築工事に

係る国の安全安心な学校づくり交付金で

ございまして、先ほどご説明いたしまし

たとおり、国の補正予算により平成１９

年度事業を前倒しすることによる予算計

上でございます。

　続いて２１ページ、款１５、府支出金、

項２、府補助金、目８、教育費府補助金

のうち、放課後児童健全育成事業費補助

金は、学童保育室運営に対する補助金で、

大阪府の交付額確定に伴う減額でござい

ます。

　また、放課後児童健全育成送迎支援事

業費補助金は、養護学校在籍児童を市内

学童保育室で受け入れるための送迎を支

援する大阪府の補助金施行に伴うもので

ございます。

　続きまして、歳出についてご説明申し

上げます。

　まず、６２ページの款９、教育費、項

１、教育総務費、目１、教育委員会費の

減額は、事業を精査したことによるもの

でございます。

　目２、事務局費の減額は、車両購入に

伴う入札差金に伴うものが主なものでご

ざいます。

　続いて、６３ページ、目４、教育指導

費の減額は、事業の精査並びに委託料の

入札差金などによるものでございます。

　目５、教育推進費の減額は、就学指導

委員会における講師料の余剰金でござい

ます。

　次に、６４ページの項２、小学校費の
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うち、目１、学校管理費の減額は、事業

の精査並びに委託料の入札差金及び法律

改正による定期検査の執行留保などが、

その主なものでございます。

　目２、教育振興費の減額は、卒業記念

品の購入単価の減額によるものでござい

ます。

　続いて、６５ページの目４、学校給食

費の減額は、味舌東小学校の給食調理場

整備工事にかかわります入札結果を受け

て減額するものでございます。

　目６、建設事業費の増額は、柳田小学

校の耐震補強工事及び校舎増改築工事及

びそれに伴います監理等の委託で、さき

に繰越明許費及び歳入のところでご説明

いたしましたが、国の補助金の内定に伴

いまして、平成１９年度事業を前倒しし、

１８年度予算に計上させていただくもの

でございます。

　次に、６６ページの項３、中学校費の

うち、目１、学校管理費の減額は、小学

校費と同様に事業の精査並びに委託料の

入札差金及び法律改正による定期検査の

執行保留などがその主なものでございま

す。

　同ページの目２、教育振興費の減額も、

小学校費と同様に、卒業記念品の購入単

価の減額によるものでございます。

　次に、６７ページ、項４、幼稚園費の

うち、目１、幼稚園管理費の減額につき

ましては、光熱水費等の不用額を減額し

たことによるものでございます。

　次に、６８ページの項５、社会教育費、

目１、社会教育総務費の減額は、社会教

育委員会議の開催回数の減によるものな

どでございます。

　目２、文化振興費の減額は、生涯学習

フェスティバル等の事業を精査したこと

によるものなどでございます。

　目３、青少年対策費の減額は、学童保

育室指導員配置計画の変更によるものの

ほか、成人祭開催事業の委託業務等を精

査したことによるものなどでございます。

　続きまして、６９ページ、目４、公民

教育費の減額は、生涯学習まちづくり推

進市民会議に係る委員会の開催減による

ものでございます。

　目５、公民館費の減額は、新鳥飼公民

館、安威川公民館施設改修工事の入札差

金によるものなどでございます。

　次に、７０ページ、項６、図書館費、

目１、図書館総務費の減額は、摂津市施

設管理公社委託料の契約差金によるもの

などでございます。

　最後に、同ページ、目２、図書館管理

費の減額は、講演会等の謝金の減額及び

業者委託を予定いたしておりました特殊

建築物調査を市で実施したため、減額す

るものでございます。

　以上、教育委員会全体にかかわります

補正予算の補足説明とさせていただきま

す。

○嶋野委員長　説明が終わりました。

　質疑に入ります。

　藤浦委員。

○藤浦委員　おはようございます。それ

では、質問をさせていただきます。

　それでは、予算書から質問いたします。

予算書の１８９ページでございますが、

目２の事務局費、節１、報酬の中で小中

学校通学区域審議会委員報酬が計上され

ております。これは、平成１８年度にお

いては統廃合に伴う通学区域についての

諮問がなされて、その結果が出されてお

りますけれども、１９年度についてはど

のようなことを諮問される予定にされて

いるのか、ちょっと教えていただきたい

と思います。

　それから、２番目でございますが、予

算書１９４ページ、目４、教育指導費、
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節１３、委託料の中で学力定着度調査委

託料についてでございますが、これは決

算の委員会のときにも質問いたしました。

平成１６年度から５か年の予定で３つの

目的を持って実施をされております。こ

の平成１９年度で、これで４回目となる

わけでございますが、１点目の、児童・

生徒一人ひとりの取り組むべき課題を明

確にし、主体的に学ぶ意欲を向上させる

こと。これは、この児童・生徒に対して

の還元ということですね。２点目が、各

学校が基礎・基本の定着状況を把握する

ことで、指導体制及び指導計画の改善を

図るとともに、各教員の指導の改善に活

かすことで学習指導を充実させること。

３点目には、本市教育委員会として、確

かな学力を向上させるための施策の充実

を目指し、調査の結果をもとに、より一

層、行きたくてたまらない学校、学びの

ある教室づくりを推進するための方策を

探ることになっておりますね。

　このことは現在、摂津市で行われてお

ります習熟度別授業とか、ティーム・ティー

チングなどの成果を読み取ることにもな

ると思うんですが、今まで３年が経過を

して、今度４年目ということになります

けども、そういった中で今まで進めてき

ていることについて、どのようなことが

読み取れるのかということですね。

　それと、決算の委員会のときの質問に

対して、１６年度は最終報告会を教育フォー

ラムで実施をして、学力定着度調査の結

果に基づく指導及び計画改善のために専

門の大学の先生から助言をいただいて、

そして各学校で教科研究を深める内容と

して研修が行われるというふうになって

きたということでございまして、１７年

度では、その各学校においては学力定着

のためのプランづくりの段階に入ったと

いうような答弁がありました。

　あれから１年ないし１年半過ぎており

ますけれども、学校でさまざま取り組み

がなされて、１９年度ではそういうプラ

ンがつくられていて、教育にしっかりと

生かされているんだろうというふうには

想定してるんですが、１９年度での取り

組みはどのように、各学校においてこう

いう学力定着度調査の結果に基づいた各

学校における問題点、その問題点に対す

るプランができてるんだろうと思うんで

すが、それはどこをどういうふうに把握

をされているのか。もう、既にそれがで

きて、実際にそれを１９年度にやります

よというふうになっているのか。その辺

のとこら辺をちょっと教えてください。

　それから３番目、先ほどと同じ項目に

ついてですが、もう一つ、生活にかかわ

る調査をあわせて行われております。い

ろんなことがわかってきたということで、

決算の委員会のときにもお話がありまし

た。

　例えば、朝食をとる、とらないという

ような話とか、テレビを見る時間帯の件

とか、ゲームの時間帯のこととか、いろ

いろあると思うんです。

　その中でもいろいろ問題視をされてい

ると思いますけれども、一つの今、摂津

市として教育上取り組まれている中に、

コミュニケーション能力の低下、これを

向上させるというふうなことがあったと

思いますが、このコミュニケーション能

力の低下を招いている大きな問題として、

今のようなインターネットに費やす時間

とかゲームですね、特に。テレビゲーム

等に費やす時間、こういったものがいろ

んなところへ時間を食っていっている。

　例えば、遊びの時間とか、友達と絡む

というんですか、そういう時間等に浸食

をしていっているということは大変大き

な問題になっていると思うんですけども、
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最近の小学生の事情をかんがみて教育委

員会として、どのような認識をされてお

られるのかということをあわせてお願い

をいたします。

　それから、この答弁を返していただく

ときには番号を言っていただくように、

お願いします。

　４番目でございますが、予算書の１９

５ページ、目４の教育指導費、節１３、

委託料の中ですが、小学校英語活動推進

委託料というのがあります。これについ

て、国際性を豊かにする教育についての

取り組みとして、小学校１校をモデル校

として英語授業を実施するとともに、英

語活動や教材づくりの研究に取り組んで

いくというふうに新規事業の中には書か

れています。もう少し、このことについ

て詳しく答弁できるのであればお願いし

たいと思いますが、モデル校の選定です

ね。それから、そういった教材研究の内

容についても、もう少し詳しく教えてい

ただけるならば、ちょっとご答弁をお願

いしたいと思います。

　それから５番目、予算書２０１ページ、

目４、学校給食費、節７、賃金、給食調

理員パート等賃金に関しまして、職員数

適正化計画に基づいて、今までに、この

退職不補充ということで行ってこられて

いると思います。

　正規職員とパートの人数について、平

成１６年度から、これずっと行われてき

ていると思いますが、１９年度でどのよ

うに人数比率がなってくるのか。また、

１８年度においては、配置基準を見直し

をする。これは、第３次アクションプラ

ンですかね、これにはありますけども、

この結果、どのように１９年度としては

配置がえでスタートになるのかもわかり

ませんが、その辺のことをあわせてご答

弁をお願いいたします。

　それから６番目、予算書の２０１ペー

ジ、同じく目４、学校給食費、節１５、

工事請負費について、鳥飼西小給食調理

室改修工事として８，５４３万９，００

０円というふうに計上がなされています。

　そして、平成１８年度に耐震工事を行っ

ておりますけども、これ、ちょっと国庫

補助の分がないのかというように、ちょっ

と思うわけですが、これ、ちょっと国庫

補助関係はどのようになっているのか。

私の認識では、大規模改修等は耐震とセッ

トでやるときについては、補助金が出る

というふうに認識をしていたんですが、

ちょっとこの辺のところを教えてくださ

い。

　それから、給食室をドライ化すること

について、衛生上の問題、これはわかり

ます。それから、またそのほかに費用対

効果も含めて、どのようなねらいとか、

それから効果があるのか、あわせてご答

弁をお願いしたいと思います。

　それから、７番目、予算概要の１０７

ページ、安全対策事業で新入学児童等へ

の防犯ブザーの貸与が行われます。

　これは、確か平成１６年度から支給を

していただきまして、子どもたちの安全

のために、これは導入をしていただいた

というふうに記憶しているんですが、子

どもたちがどのように使っているのかと

いうことで、これをどのように認識され

ているのかというのをお尋ねしたいんで

すが。

　この間に警察の安まちメールというの

が導入されて、私も登録してるんですが、

摂津の小学校内でも声かけ事案とか、小

学生に対するいろんな事件が結構ありま

した。そういうときに具体的に防犯ブザー

を鳴らしたという事案があったのかどう

かというのをあわせて答弁いただきたい

んですけども。
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　実際のときに使えるようにすることが

大事だと思うんですけど、以前にもこう

いうことは聞いたことがありますけど、

各小学校においてどのように訓練をされ

ているのか。これは、１９年度において

の予定もあわせてお願いしたいんですが、

１９年度において、こういうふうな各学

校で取り組みを予定されているというこ

とをあわせて、ちょっとご答弁をお願い

したいと思います。

　それから８番目でございます。予算概

要の１１２ページ、夏休み学校へ行こう

プラン推進事業についてでございますが、

これは水泳指導員の助成からリニューア

ルをされて平成１８年度から導入をされ

たという事業でございまして、１８年度

では図書室の開放とか、いろいろメニュー

としては上がっていました。これは、と

いっても各学校側がそういうメニューを

作成をするということになっていると思

いますが、今年度の取り組みを踏まえま

して、１９年度の目指す方向性、教育委

員会としてここまで持っていきたいとか、

こういうふうに方向づけをしていきたい

ということがあると思いますので、その

ことについてちょっとご答弁をお願いし

たいと思います。

　それから、９番目でございますが、平

成１８年度より、不登校の支援協力員と

いうのを第１中学校と第５中学校に派遣

をされております。第２中学校へは、専

任加配教員というのが配置をされまして、

ある意味では不登校対策についての摂津

市として緊急事態というか、大きく改善

のための対策を打たれているわけですけ

ども、この不登校に対する１８年度の数々

行われた実績と１９年度の目標について

ご答弁をお願いしたいと思います。

　この不登校対策は、以前の答弁では平

成１３年度の不登校数をベースにして１

７、１８、１９年度の３か年で半減させ

るというのが目標だというふうにおっしゃっ

ていました。この半減ということになり

ますと、９０人まで減らすということに

なりますけども、これは１９年度が最終

年度になるわけですけど、かなり、まだ

ハードルが高いと思うんですけど、この

辺の数値目標とあわせて１９年度の取り

組み、どういうふうに最後の年、されて

いくのかということをちょっとご答弁を

お願いしたいと思います。

　それから、１０番目でございます。予

算概要の１１８ページ、小学校の耐震補

強等事業について、平成１９年度におい

ては味舌東小学校屋内運動場耐震診断委

託料というのが計上されております。柳

田小学校の耐震工事も、これも１９年度

実質は行われるということでございます

し、また味舌東小学校においても校舎の

建てかえ、また給食室の建てかえ等が行

われるということで、集中してそういう

ふうに１９年度については統廃合に関係

をする学校の施設整備が行われるという

ふうには理解しているところですけども。

それが終わっていく後のことも含めて、

この耐震の考え方ですね、学校の耐震に

ついて。

　国の方針としては学校の耐震化につい

てはピッチを上げていくというようなこ

ともありまして、１８年度の補正予算で

も増額で計上されておりますし、１９年

度も増額されているというふうなことも

あります。こういったことを踏まえて、

とりわけ１９年度では耐震改修促進計画

というのもつくります。これは、公共施

設、特にとりわけ避難所になります学校

の耐震化というのについては重きを置い

ていかなければいけないと考えるわけで

すが、１９年度は一応、この味舌東小学

校の屋内運動場の耐震診断委託料。これ
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は、耐震工事をやりますよという前提で

の耐震診断ということだと思うんですが、

それと含めてちょっと今後の耐震化計画、

どのように考えていくのか答弁をお願い

したいと思います。

　それから、１１番目ですが、いじめの

問題についてです。昨年はマスコミ報道

等がありまして、緊急的な措置として庁

内でも昨年１１月２０日から１２月２６

日まで電話相談窓口というのを庁内に設

けられました。

　それで、一応庁内は終わって、あとは

教育相談所の方に一本にまとめられたと

いうような経緯がありますが、その相談

内容、相談体制はどうであったのかとい

うことと、これ平成１９年度については、

このいじめ対策について、どのように対

策を考えられているのか、ご答弁をお願

いしたいと思います。

　１２番目ですが、予算概要の１２６ペー

ジの文化振興計画策定事業について、５

９万１，０００円の計上となっています。

本市においては、平成１８年度初めに文

化振興条例が制定をされまして、その後、

実施計画となる文化振興計画の策定に取

り組まれているというふうに認識をして

いるわけですが、ちょっとこの間、どう

いうふうな進捗状況だったのか、確認が

できておりませんということもあります

ので、１８年度の取り組みと１９年度の

スケジュール、どういうふうに進められ

ていくのか。

　また、この策定懇話会に委託をされる

わけですが、策定懇話会に諮問されてい

るその内容と、また構成人員等について、

ちょっとご答弁をお願いしたいと思いま

す。

　それから、１３番目でございます。地

域総合型スポーツクラブの取り組みにつ

いて。これは、以前から何度かご質問し

ておりましたお年寄りや子どもまでが地

域の健康づくりに非常に期待をされてい

るということで、取り組んでいくという

ことで国の方からも方針が来ておりまし

た。

　今までの経過では、途中で何度かお聞

きをいたしましたけれども、いろいろリー

ダーとなる、核となる人たちの研修を行っ

たりとか、そういうそのもの自体を浸透

するための会議を開かれたりとかいうの

は聞いているわけですが、今までの経過

と平成１９年度について、どのようにこ

れを実現に向けて取り組んでいっていた

だけるのか、ご答弁をお願いしたいと思

います。

　１４番目、同じく予算概要の１２８ペー

ジです。こども会育成事業において、こ

ども会がどんどんと解散をしていくとい

う傾向にあります。平成１９年度におい

ては、どのようにこういった解散傾向に

あるこども会に対しての歯どめをどうい

うふうにかけていって、しかも育成をし

ていくのかということについてご答弁を

お願いしたいと思います。

　また、市内には自治会がたくさんあり

ますが、この自治会に対してこども会が

今現在どれだけ存在するのか。そして、

ここ数年どういうふうに推移してきてい

るのかということもあわせて、ちょっと

ご答弁をお願いしたいと思います。

　それから、１５番目でございます。同

じく予算概要の１２８ページ、こども１

１０番の家事業について。代表質問でも、

これは提案をさせていただきました。こ

の１１０番の自転車という部分について

の、この支援をされるということでござ

いますが、１１０番の車、これは公用車

にも一部、摂津市は小さいステッカーを

張ってますが、大阪府のやつはもう少し

大きなステッカーなんですけど、こうい
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うもっとわかりやすいステッカーをまず

つくっていただいて、そして市の公用車

や、それから関係団体、自治会の関連の

人とか、また協力してもらえる人に配付

してもらえないかということで提案をさ

せていただきましたけども、これ、大阪

府からそういうステッカーをもらってく

るとか、いろいろ工夫して何とか実現で

きないかということをもう一度、ちょっ

とこのことについてご答弁をお願いした

いと思います。

　１６番目、予算概要の１２９ページで

す。放課後子ども教室推進事業について。

これも代表質問でも、いろいろとお尋ね

をいたしました。プランの内容について

は、ちょっと余りご答弁はなかったんで

すけども、具体的には１９年の４月から

スタートということになってますけども、

やっぱりプランがある程度できてないと

スタートができないと思うんですけど、

このプランについてもう少し具体的に教

えていただきたい。

　それと、モデル校を選定するというこ

とでございました。そして、毎日実施と

いうことでございましたけども、この辺

の選定についてもどうなっているのか。

選定に外れたところ、モデル校にならな

かったところは当面の間、どうしていく

のか。わくわく広場は、そのまま継続し

ていくのか、それともちょっと体制が整

うまでストップすることになるのかとい

うこととあわせて、ちょっとご答弁をお

願いします。

　それから、１７番目でございます。図

書館費に関連をいたしまして、千里丘公

民館で図書の貸し出しをできるようにし

ていただきました。もともとは返却だけ

でしたが、今、貸し出しも行っていただ

くようになりまして、１８年度で実績と

して、これは最終、まだふたが閉まって

いないわけですが、わかっているところ

までで結構ですが、市民ニーズ、どれく

らいまで上がってきているかということ

と、１９年度の見込み数、それがわかれ

ばで結構ですが、費用対効果の面から、

どれぐらい見込まれているのかというこ

とについてご答弁をお願いしたいと思い

ます。

　１８番目ですが、子ども読書推進計画

について、これは前にもちょっと質問さ

せていただきましたけども、１７年６月

にこういう摂津市子ども読書推進計画が

できました。１７年度については、いろ

いろどこまでできたか検証を一応してい

ただいたという答弁でございまして、１

８年度もこれで終わろうとしております。

　これで１７年、１８年、１９年と３か

年目を迎えるわけですが、この１９年度

の目標をそれぞれ設定をされているのか

どうかについて、この取り組みをどうい

うふうにされるのかということをちょっ

と最初にご質問しておきたいと思います。

　それから、最後でございます。１９番

目でございますが、三宅小・柳田小統合

対策特別委員会というのができているん

ですね。これは新聞に載っていました。

これは１月１５日に締め切りということ

で、新しい三宅柳田小学校の校章デザイ

ンを公募されておりますけれども、一応

締め切りも終わりまして何らかの動きが

あるんだろうなと思うんですが、ちょっ

とこの辺、動きについて、もう決定をさ

れたのかどうかも含めて、ちょっと教え

ていただきたいと思います。

　以上です。

○嶋野委員長　答弁に際しましては、委

員から番号をしっかりと確認していただ

きまして答弁していただきたいというご

要望がありましたので、それにご協力い

ただきますようにお願いをいたします。
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　それでは、答弁をいただきます。

　馬場次長。

○馬場教育総務部次長　それでは、私の

方から７番目の防犯ブザーのことについ

て、まず基本的な部分について、ちょっ

とお答えさせていただきたいと思います。

　防犯ブザーにつきましては、委員ご指

摘のように平成１６年度から一応、貸与

ということでしておりますが、実はその

当時、貸与するに当たりましても個人貸

与をするために非常に管理が難しいケー

スがあるだろうということで、一応、教

育委員会では防犯ブザーの貸与に関する

取り扱いの要綱を内部でつくらせていた

だきまして、基本的には一応全員には貸

与いたしておりますが、要綱上は希望者

に貸与するという形にさせていただいて

おります。

　結果としては、全員に貸与はいたして

おりますが、その管理につきましては１

年間貸与いたしますが、基本的にはやは

り保護者の方の自己管理をお願いした方

が、より適切に管理ができるであろうと

いうことで、要綱の第５条に、貸与後の

管理は自己管理とするということで、教

育委員会から学校を通じてお子さまに貸

与いたしておりますが、貸与後は保護者

の自己管理でお願いしたいということに

いたしております。

　また、明度確認等も、第６条で、保護

者は必要に応じて防犯ブザーの明度を確

認するということにさせていただいてお

りまして、基本的に防犯ブザーについて、

市の方が希望者に市の負担で貸与いたし

ますが、貸与後については保護者の方の

ご負担で日々の管理をお願いしたいと、

そういう要綱にさせていただいておりま

す。

　あと、お問い合わせの、実際に使った

かどうかとか、学校においてどういう指

導をしているかにつきましては担当課長

の方からお答えさせていただきます。

　また、工事請負につきましても担当参

事の方からお答えさせていただきますの

で、よろしくお願いいたします。

○嶋野委員長　岩見参事。

○岩見総務課参事　質問番号１０番目の

耐震工事、学校の施設ですね。体育館は

公共施設として、とりわけ避難所となっ

ており、早期の耐震化が必要であるとい

うことで、今後の本市の計画についてと

いうご質問についてお答えさせていただ

きます。

　耐震化工事につきましては、平成７年

の阪神・淡路大震災から、その後、平成

８年度に耐震診断を開始いたしまして、

校舎の利用頻度も加味いたしまして平成

１０年度に鳥飼小学校、そして第１中学

校の耐震工事を初年度といたしまして、

平成１３年度までは毎年２校で２棟の耐

震工事を実施してまいりました。

　しかしながら、市の財政状況から平成

１４年度からは１校１棟となっておりま

して、平成１８年度におきましては鳥飼

西小学校の北館の校舎について耐震工事

を完了したところでございます。

　ご質問の本市の今後の耐震化計画につ

いてでございますが、現在までは児童・

生徒たちが最も長く生活する場として校

舎を優先してまいりましたが、また棟単

位で耐震化工事を実施しておりましたが、

特に学校の体育館につきましては災害非

常時には住民の一時避難場所ともなりま

すことから、今後は学校全体の耐震化を

促進させるため、各校ごとで全棟を１か

年で工事を完了させて、校舎とあわせ体

育館の耐震工事も同時に進めてまいりた

いと考えております。

○嶋野委員長　給食調理場の工事請負の

件と防犯ブザーのことについて、まず答
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弁いただけますか。

　大路参事。

○大路教育総務部参事　それでは、防犯

ブザーの件について、学校教育課の所管

にかかわることについてご答弁申し上げ

ます。

　毎年、防犯ブザーにつきましては、１

年生に貸与するときに保護者への協力の

お願い、また児童への使用方法について

の説明を行っているところでございます。

　各学校では、それぞれの学校の状況に

応じまして、例えば不審者情報等がその

学校で起こった等の時に、そのとき必要

に応じた形で各クラスへの安全指導や児

童集会等で防犯ブザーについては、その

機会に応じて使用の方法について不徹底

な場合については徹底をするようにして

もらっておるところでございます。

　また、不審者情報では、登下校だけで

はなく、外出時にも防犯ブザーを持つこ

とのお願いを保護者にしているところも

ございます。

　不審者等の事案で防犯ブザーを使用し

た件数は、教育委員会の方では１件聞い

ておるところでございます。子どもがそ

ういった状況に応じて防犯ブザーを鳴ら

したという事案については、１件報告を

聞いておるところでございます。

　今申しましたように、１９年度につき

ましても、小学校１年生に貸与する時点

での指導と各学校が児童集会等、安全指

導を行う必要に応じて適時指導していた

だくようにお願いをしたいと思っており

ます。

○嶋野委員長　北野参事。

○北野学務課参事　鳥飼西小学校の改修

工事にかかわります国庫補助金の件でご

ざいますが、国の三位一体の改革により、

従前からは義務教育施設整備費国庫補助

金ということで学校給食施設につきまし

ては衛生管理強化事業等について補助対

象とされてきたところでございますが、

この三位一体改革によりまして、１８年

４月１日から安全安心な学校づくり交付

金制度ということで、こういう形に収束

されたものになりました。

　この補助金は、先ほど岩見参事の方が

答弁されたように耐震を優先した補助金

になっておりまして、従来の給食場の施

設整備にかかわります補助金は優先順位

が非常に低くなり、今回全面改修いたし

たところでございますが補助対象になら

なかったということでございます。

○嶋野委員長　あと、ドライ化のメリッ

トについても、答弁お願いします。

　北野参事。

○北野学務課参事　ドライ化の関係でご

ざいますが、費用対効果はということで

ございますが、施設整備以外にも文部科

学省の衛生管理基準の通達の中にドライ

施設以外も、ウエットの施設であっても

ドライ運用をしましょうと。いわゆる床

に水をこぼさない運用ということで各施

設、いろんな工夫を凝らしながら衛生管

理に努めておるところでございます。

　ご質問のドライの改修によって、どの

ような効果が得られるかということでご

ざいますが、全面改修することによって、

当然、衛生管理も強化されますが、それ

以外に職員の労働安全衛生の向上に寄与

すると。ただし、やはりドライ運用にか

かわります各消耗品等、それなりの経費

がかかってまいります。例えば今まで熱

湯で消毒しておったものがアルコールで

消毒すると、そういう形になりますこと

によって費用の上昇というのは、これは

避けられないものでございます。

○嶋野委員長　中岡次長。

○中岡生涯学習部次長　生涯学習スポー

ツ課にかかわりますご質問、まず１２番
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目の文化振興計画策定事業についてでご

ざいますが、１８年度の取り組み、また

１９年度のスケジュール、懇話会諮問内

容、委員の構成というようなご質問だっ

たと思います。

　１８年の３月に文化振興条例ができま

して、この計画策定に取り組んだわけで

ございます。昨年の７月に委員会を立ち

上げました。委員の構成は、公募委員１

名、関係団体の代表者１１名、学識経験

者２名、庁内関係部局から３名、合計１

７名でございます。

　１８年度は３回の懇話会を開催してま

いりました。内容といたしましては、委

員相互の理解を深めることが大切でござ

いますので、本市の文化行政の現状や課

題、関係団体の皆さんの活動状況、現状

での課題や将来計画などを委員相互の理

解を深めるために委員会での活発なご議

論をいただきました。

　また、その間、夏から秋にかけまして

関係９団体の皆さんと団体ヒアリングを

実施させていただきまして、個別に団体

のご事情をお聞きいたしてきました。

　また、市内の企業にもアンケートを実

施し、メセナ活動についてのご回答をい

ただいてきました。

　１９年度のスケジュールといたしまし

ては、こういった課題をもとに、本年１

２月をめどに提言をいただいて、次にそ

の提言をもとに計画の理念、基本目標、

主要施策等を議論していきたいなと考え

ております。１９年度の懇話会は全体で

６回程度を予定しております。

　次に、地域総合型スポーツクラブ、１

３番目のお問でございます。委員ご承知

のように、文部科学省では生涯学習スポー

ツの実現に向けて平成２２年までに各市

町村に少なくとも一つ、地域総合型スポー

ツクラブを設置することを目標としてお

りますが、本市におきましては１７年の

５月にこの設立準備委員会を立ち上げま

して、委員相互の研修、摂津市の現状等、

研究を進めてまいっております。

　１８年度におきましても大阪府の研修、

あるいは近隣市のスポーツクラブへの視

察研修等を実施し、そうした皆さんとお

話することによって課題を明確にしてき

たところでございます。

　研修会で実地研修させていただきまし

た率直な感想でございますが、やはり本

市と比較し、やはりそうした設備面、そ

れから指導者の育成、人的な問題ですね。

あるいは、クラブの経費の問題、こうし

た本市の現状ではクラブ設立に向けて越

えなければならない大きな課題があるよ

うに見えてきました。これは参加いただ

いた委員の皆さんの率直なご意見だった

と思います。

　１９年度もそういう点を考えたときに、

すぐにクラブができるというのは相当困

難な状況でございます。１９年度におき

ましても、こういった現状を、本市に合

うようなクラブが他市においてもあるよ

うにも思いますので、そういったものを

視察していきながらクラブ運営などの研

究をしていきたいなと考えております。

　１８番目、子ども読書活動推進計画で

ございます。平成１７年６月に子ども読

書活動推進計画を策定いたしました。そ

の中では５年間の目標年次としておりま

して、個々の年度の目標数値というのは、

この計画では設定しておりません。

　１９年度におきましても、それぞれの

関係課の関連事業の中で推進計画に基づ

いて事業展開されるようになりますので、

お問いの目標数値はあるのかということ

については、数値目標としてはこの計画

では設定しておりません。

○嶋野委員長　池上課長。
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○池上青少年課長　それでは、青少年課

に係りますご質問に対してご答弁申し上

げます。

　まず、１４番、こども会育成事業につ

いてですけれども、こども会が今、解散

状況にあると。だんだん会員数、また団

体数が減ってきておるということでござ

いますけれども、確かに会員数が少なく

なってこども会そのものが解散してしま

うことや、また少ないために合同して、

２つのこども会が一緒に行動するという

ようなことになってきております。

　数字的なものを見ましても、今ちょっ

と手元にある数字だけなんですが、確か

に昭和５９年には１３０のこども会があっ

たのが平成５年には１００を切り９７、

そして平成１７年には７２、そして平成

１８年には５月現在７０の団体というこ

とになっております。

　この部分に対する歯どめをどうするの

かということなんですけれども、具体的

な特効薬的な歯どめの方法は、ちょっと

まだ見出せないところではありますけれ

ども、こども会の連合組織であります摂

津市こども会育成連絡協議会、いわゆる

市こ連と呼んでおりますけれども、市こ

連ともいろいろ協議しながらこども会の

充実といいますか、そういったものに取

り組んでいきたいと。その中には、やは

り今現在のこども会というもの、またこ

れからこども会が何を目指すのか。それ

によって、今ある行事とかも見直してい

く必要もあるのかなということも考えて

おります。そういう点につきましては、

いろいろとこども会、市こ連の役員の方々

とも話をしながら取りくんでいきたいと

いうふうに考えております。

　それと、自治会に対するこども会の数

の推移ということなんですが、これもちょっ

と手元に資料がございませんが、平成１

６年に調査したものがありまして、それ

は自治会が１１４自治会で、回答は９９

なんですけれども、そのうち自治会内に

こども会組織があるとお答えいただいた

のが７２自治会、ないと答えられたのが

２７自治会ということになっております。

　続きまして、１５番、１１０番の家の

関係につきましては、担当参事の方から

説明させていただきます。

　次、１６番、放課後子ども教室推進事

業についてですけれども、今現在、地域

子ども教室、１８年度まで地域子ども教

室ということで３か年の研究的な取り組

みということで、週１回、取り組んでま

いりました。

　これから放課後子どもプランというこ

とが示されておりまして、摂津市で言い

ますと、わくわく広場と学童保育を一体

的、あるいは連携した取り組みができな

いか、していくというような方向が示さ

れております。

　その部分につきましては、どのような

連携ができるのかというのを学童保育、

またわくわく広場の事業を進める中でい

ろいろと検討してまいりたいというふう

に考えております。

　プランというか、今後の具体的な方法

なんですけれども、我々の目指すところ

は将来、毎日開催を行っていきたいと。

そのために何ができるのか、活動内容と

か活動場所とか、いろんなことを考えて

いかなければなりません。そのために１

９年度につきましては、まず週１回の開

催をもう一度検証しまして、その週１回

の開催の充実に向けて、いろいろ取り組

んでいきたいというふうに考えておりま

す。

　今までの取り組みとしましては、子ど

もたちの自由な遊びというのが主体になっ

てきておるところなんですけれども、そ
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のわくわく広場の中でいろんな工作とか、

そういった取り組みを計画的に中にはめ

込んでいくようなことができないか。ま

た、公民館とか、ほかのいろんな課、事

業との連携も含めて、どのような形で継

続して取りくんでいけるのかというのを

この１年、１９年度で検証していきたい

というふうに考えております。

　それと、週１回に向けてのモデル校な

んですけれども、これは平成２０年度か

ら実施したいというふうに考えておりま

す。今現在は、まだモデル校として、ど

こを指定するのかということは考えてお

りませんけれども、その学校の状況とか、

児童数とか、そういったものも含めまし

てモデル校の選定をしていきたいという

ふうに考えております。

　あと、モデルにならないところはどう

するのかということなんですけれども、

そこにつきましても週１回の取り組みを

充実させ、できましたら週２回、週３回

というふうに、ほかのところもふやして

いければというふうには考えております。

○嶋野委員長　小林参事。

○小林青少年課参事　それでは、質問番

号１５番、こども１１０番の車の件につ

きましてご答弁させていただきます。

　こども１１０番の車につきましては、

市の公用車、また事業所の営業車を対象

にこども１１０番の車といたしまして、

車両にステッカーを張っていただきまし

て、子どもたちがトラブルに巻き込まれ

そうになったときに一時保護をしていた

だき、また関係機関等に連絡をしていた

だくということで、子どもたちの被害を

最小限に食いとめるという目的で、動く

こども１１０番の取り組みとして実施し

ておるところでございます。

　この車両を市の公用車や営業車両に限

定させていただいておりますのは、車両

の運行形態とか管理が明確であり、また

最近、車両を使った連れ去り事件や声か

け事案等が発生しておるようなことから

こういった模倣犯を防止するということ

で、そういった車両を限定させていただ

いております。

　それと、その車両に取りつけておりま

すステッカーのサイズが小さいのではな

いかというご指摘だったんですけれども、

事業所の車両につきましては、従来から

ご協力いただいている事業所について、

Ａ４サイズの大きさのステッカーに順次

張りかえをしていただいていっておりま

して、公用車につきましても今月に入り

まして大阪府の方から他の事業所の営業

車両と同じデザインのステッカーの提供

をいただきましたので、順次公用車の方

もＡ４サイズの大きさに張りかえていき

たいと考えております。

　個人への協力につきましては、平成１

９年度から取り組みますこども１１０番

の自転車のプレート、このプレートを取

りつけていただいて車では入れない細い

路地とか、なかなか行けない場所、そう

いったきめ細やかな場所にも目が届く１

１０番の活動にご協力いただけたらなと

考えております。

○嶋野委員長　高田参事。

○高田市民図書館参事　１７番目のご質

問でございますが、１８年度の千里丘公

民館での貸し出し図書冊数につきまして

は、２月末現在で３５６冊のご利用、３

３４名のご利用をいただいております。

　１９年度の見込み数につきましては、

４５０冊の貸し出し予定、そして４００

人のご利用を見込んでいるものでござい

ます。よろしくご理解いただきますよう

お願い申します。

○嶋野委員長　田橋課長。

○田橋学務課長　それでは、質問の１番
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の通学区域審議会について、１９年度、

諮問内容はどのようなことがあるのかと

いうご質問です。

　１８年度において、統廃合について審

議会を開催したわけなんですけども、こ

のときも２回の開催ということで答申を

いただいたんですけども、１９年度、経

常的な予算ということで２回開催できる

予算を計上させていただいております。

　しかし、諮問についての内容、今のと

ころは別に何もございません。ただ、大

型都市開発等で校区によって大幅に児童

数がかわるというようなときに、すぐ開

催できるということで予算計上をさせて

もらったものでございます。

　それと、５番の給食パート賃金につい

ては、担当参事の方から答弁させていた

だきます。

○嶋野委員長　北野参事。

○北野学務課参事　ご質問の給食調理パー

ト業務にかかわります件と調理員の配置

基準の件についてお答え申し上げたいと

思います。

　ご指摘のとおり、職員適正化計画によ

り、退職不補充を受けており、その影響

が非常に大きく出ております。正職員の

推移で申し上げますと、平成１６年が正

職員３７名、平成１７年、正職員３６名、

平成１８年、正職員３４名、平成１９年

は３２名の予定になっております。

　このように正規職員の構成が非常に少

なくなってまいりまして、これを補充す

るために我々としましては、平成１６年、

１７年につきましてはパートさんによる

補充という形をしてきたわけでございま

す。

　平成１８年に組合と協議いたしまして、

今後の学校給食の安定的な運営というこ

とを考慮に入れますと、やっぱり非常勤

化ということが望ましいのではないかと

いうことでございまして、その配置基準

について見直しをさせていただきました。

　それぞれの学校の配置基準は、国基準

プラス１名、国基準と申しますのは児童

数によって職員の数が決められておりま

して、３００名までは２名、３０１名か

ら５００名までは３名、５０１名から９

００名までは４名とされております。

　ただ、この基準で実際に運用できるか

と申し上げますと、非常に困難な状況で

ございます。と言いますのも、この配置

基準が設けられましたのは恐らく昭和４

９年当時ぐらいかなというふうに考えて

おります。実際、その後、米飯給食、あ

るいは磁器食器の導入、Ｏ−１５７によ

る衛生管理強化、これら等々を考えます

と、我々としましては国基準プラス１名

の配置が望ましいのではないかというこ

とで、平成１８年に配置基準の見直しを

行ったところでございます。

　あと、１９年の人員の予定でございま

すが、先ほど申し上げましたように正職

員は３２名を予定いたしておりまして、

あと再任用３名、これで３５名。あと、

非常勤の職員でございますが、これも国

の昭和６０年にございました通達におき

ましては、パートの職員の勤務時間は正

職のそれとは違うような形にしなさいと

いう通知もございまして、９時から４時

というような勤務時間になっております。

　そのパートさんが登録総数で１６名い

らっしゃいます。当然、１名として、月

曜日から金曜日まで勤めていただくパー

トさん以外にお二人一組になられて月・

水・金、火・木を分けて働くような形を

とられているパートさんもございますの

で、そういう形で総数で１６名を予定い

たしております。

○嶋野委員長　山本所長。

○山本教育研究所長　１１番のいじめ電

－ 19 －



話相談の件でございますけれども、１１

月２０日より緊急の電話相談を始めたと

ころでございますが、研究所と学校教育

課につきまして同時に行ったものでござ

います。

　夜間の緊急の電話相談は、午後９時ま

で行いましたが、これは研究所も学校教

育課も一本に絞って行いました。その間、

２件の電話相談がございました。

　１件は、学校の対応で大丈夫だという

ことで、学校へ返したものでございます。

　１件につきましては、心因的なもので

ございましたので、家庭児童相談所の方

へ引き継ぎました。

　１９年度の取り組みにつきましては、

具体的な案は、まだ今のところできてお

りませんけれども、何らかの対応を考え

ております。

○嶋野委員長　大路参事。

○大路教育総務部参事　それでは、学校

教育課にかかわります質問について随時

ご答弁させていただきます。

　まず、２番の学力定着度調査について

でございます。３か年が過ぎて、どのよ

うに読み取っていくかということでござ

いますが、基本的に小学校６年生の国語・

算数、それから中学校３年生の国語・数

学・英語の教科で実施してまいりました

が、この調査結果を見てみますと、ほぼ

共通した課題が見えてきております。

　国語科においては説明文の読み取り、

漢字を書く力、論理的な文章を書くこと。

　それから、算数・数学では、今年度は

３年を経て年々良好な結果に少しずつは

なっておりますが、証明問題の構成、そ

れから中学校におきましては数学への関

心・意欲・態度が非常に低い結果となっ

ております。

　英語科につきましても、昨年より今年

度の方が良好な結果となっておりますが、

課題としては長文の読み取りや条件作文

等に課題があるというふうに見ておりま

す。

　１８年度につきましては、この１５日

に最終報告を各学校の管理職、担当者を

集めて予定し、その内容等について大学

の先生からいただいたアドバイスも含め

て分析をし、各学校の取り組みの交流を

行う予定としております。

　１８年度につきましては、教育委員会

事務局といたしましては、この国語、そ

れから算数・数学、それから英語、この

３教科につきましては、各学校の教職員

の研修の場でありますスクール広場、こ

れをスクール広場協議会という名前を設

定をし、それぞれの教科について３人の

大学の先生それぞれに入っていただいた

ところで協議会の中で、この摂津の学力

定着度調査の分析と、特に各教科の小・

中学校の教育課程、カリキュラムの連携

のあり方について協議を深めていただい

ておるところでございます。

　そして、各学校の学力定着度調査を踏

まえた学力充実のプランづくりにつきま

しては、第３中学校区内の４校、中学校

１校、小学校３校が大阪府の確かな学力

向上のための学校づくりの推進事業に取

り組んでいただきまして、計画書を作成

し、学力向上のためのプランの作成、ま

た研究に取り組んできたところでござい

ます。

　そうしたことから、１９年度につきま

しては、この３年間の調査の実績と分析

により、小学校６年生と中学校３年生の

課題と取り組みの方向はおおむね明らか

になったということから、１９年度につ

きましては国の学力学習状況調査も考慮

に入れ、小学校５年生と中学校２年生を

対象とする学力定着度調査を予定してお

ります。
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　したがいまして、１９年度は摂津市の

小・中連携をより積極的に進めるために

先ほど申しましたスクール広場協議会で

９年間を見通したカリキュラムをさらに

提示をしていただき、今年度取り組みま

した第３中学校区の確かな学力向上の取

り組みを参考にしながら各学校での学力

充実のプランづくりを進めていきたいと

考えております。

　現在、各学校では１９年度に向けた教

育課程の編成の論議をしていただいてお

りますので、そういった中に学力充実の

プランが取り組めるよう今後とも各学校

の方に指導・助言をしていきたいと考え

ております。

　３番目のいわゆるコミュニケーション

能力の低下等のことについてでございま

すが、この認識につきましては平成１７

年度の学習意識調査でのインターネット

の利用状況、小学校６年生で６３％、中

学校３年生で６５％でございます。

　携帯電話の所有状況は、小学校６年生

で２７％、中学校３年生では６４％とい

う数字が学習意識調査で上がってきてお

ります。

　また、市内の教育課程の研究開発を委

嘱しております小学校が独自にされた生

活アンケートでは、小学校５年生、６年

生では、日曜日に３時間以上テレビゲー

ムをした実態を半数、５０％以上の児童

が日曜日ではありますがテレビゲームを

していたという報告もいただいておりま

すので、この課題については学校教育課

としても非常に重要な課題であり、一つ

は家庭生活におけるこういった利用につ

いてのご協力といいますか、テレビ視聴

も含めて協力を求めるとともに、多くの

学校では、その学校教育の教育課程、ま

た研究課題としてコミュニケーションの

力をつけるということを掲げた多くの学

校が現在もあり、それで取り組んでおる

ところでございます。

　続きまして、４点目の英語活動の推進

モデル校の件でございます。

　これにつきましては、文部科学省が現

在検討されております小学校の指導要領

で、小学校英語の導入を考えているとさ

れております。

　その導入の仕方については、まだ明確

なものとしては聞いておりませんが、摂

津市の小学校英語のあり方を検討し、今

後の指導要領の改定に対応するために１

９年度、市内に１校、小学校英語活動の

研究開発を委嘱する学校を設けるという

ものでございます。

　少しその内容につきましてご説明させ

ていただきますと、その委嘱する学校に

ネイティブスピーカーや英語教育のコン

サルタントを派遣し、小学校英語のあり

方について実践研究を進めるものでござ

います。

　現在、要綱を作成して、各市内の小学

校に希望を募っているところでございま

す。

　続きまして、８番目、夏休みの学校へ

行こうプランについてでございます。こ

の事業につきましては、１８年度から新

たに新規事業として起こしたものでござ

いますが、１８年度は派遣いたしました

学生ボランティアは小学校１２校に学生

２５名、延べ３７６回の実施をしてきた

ところでございます。

　その活動は、いわゆる従来からしてお

りました水泳教室の補助が１２校、それ

から読書活動、いわゆる図書室等を開放

した読書活動の補助が７校、それから夏

休み中に宿題広場ということで、これも

図書室というふうにお聞きしております

が、宿題広場の指導ということで１校、

料理教室の指導の補助ということで１校、
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利用がございました。

　１９年度についてでありますが、これ

は委員ご指摘いただきましたように、各

学校で学習メニューを作成して計画をし

ていただくものでありますが、やはり、

よりメニューが豊かになり、活用回数も

活発になるように各学校に指導等をして

まいりたいと考えております。

　続きまして、９番目、不登校対策等に

ついてでございます。不登校の児童・生

徒数につきましては、１８年度は現在２

学期末までの集計でございますので、３

学期になりましたら数字の変動が予想さ

れますが、２学期末の時点で小学校２４

名、中学校９２名の合計１１６名でござ

います。１７年度の小学校３１名、中学

校９９名の合計１３０名は下回るものと

考えておりますが、これは最終的に３学

期末になって変動があるものと考えてお

ります。

　そして、１９年度の目標値ということ

では計画の段階では小学校２１名、中学

校６８名の８９名と、この数字で取り組

むとしておるところでございます。

　続きまして、１１番目、いじめの問題

でございます。教育相談につきましては、

研究所長の方からお答えさせていただき

ましたので、１９年度の取り組みでござ

いますが、現在、大きく４点考えており

まして、１点は摂津市がこれまで取り組

んできましたいじめ問題に対する対応の

マニュアルというものを今日の状況、特

にいじめの定義が文部科学省が一部変え

てくるということを既に聞いております

ので、それに合わせた形での摂津市いじ

め問題対応マニュアルの作成を事務局の

方で考え、できるだけ早期に学校に配布

をしたいと考えております。

　２点目といたしましては、児童会・生

徒会による子どもたちの自主性・主体性

を重視した取り組みを行うということで、

仮称でございますが、いじめないスクー

ル、いじめがない学校、いじめないスクー

ルという運動を平成１９年度、各学校に

呼びかけ、児童会・生徒会を中心とした

取り組みを進めたいと考えております。

　３点目といたしましては、いじめ・不

登校の課題につきましては、学校のみな

らず家庭・地域との連携が、これまでも

強くお願いをし、取り組んできたところ

でございますが、中学校区で実施をされ

ておりますすこやかネットにこのいじめ

等の課題についても学校の方から連携強

化を進めていきたいと考えております。

　４点目といたしましては、これはいじ

めの課題だけではございませんが、２月

２日に実施しました教育フォーラムでも

論議をいただきましたが、摂津市の小学

校・中学校の連携をより積極的に行い、

教育課程、学習指導の連携のあり方、ま

た一方、いじめや不登校も含めたきめ細

かな生徒指導の９年間の連携したあり方

を検討していただくための協議会、仮称

でございますが、摂津市小中連携推進協

議会を設置し、このいじめ問題の克服に

も取り組んでまいりたいと考えておりま

す。

　続きまして、１９番目の三宅柳田小学

校の校章の件でございます。

　これについては、２０近くの応募がご

ざいまして、現在、最終的な選考の段階

と聞いております。その統合対策特別委

員会の方で多少、応募作品の変更等をお

願いをする調整もしなければならないと

いうふうにお聞きしておりますので、調

整が済み次第、決定したものを３月中に

発表をする予定であるというふうに聞い

ておるところでございます。

○嶋野委員長　藤浦委員。

○藤浦委員　それでは、順を追って、ま
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た２回目の質問をさせていただきたいと

思います。

　最初、１番目でございますが、小中学

校通学区域審議会委員報酬について、こ

れはわかりました。予備費というふうな

考え方でよろしいですね。

　それから２番目でございますが、学力

定着度調査委託料で、いろんなことを答

弁していただきまして、聞いていないこ

とまでわかったんですけども、今度、５

年生と２年生についても定着度調査を行

うというようなこともあるようでござい

ますが、ちょっとお聞きしたことは、要

するに摂津市の中で習熟度別授業という

のを全校展開されている、そういうもの

とかティーム・ティーチングなんかが展

開をされていますけども、そういう面の

評価につながる、例えば、１６年が１回

目、１７年に２回目、１８年に３回目と

いうことですね。１８年にやった子ども

たちは、４年生のときに習熟度別をもう

やってたんですかね、１６年のときには

ね。やってるかやってないか、ちょっと

あれですが、そういう評価もできるので

はないですかということをちょっとお尋

ねしたんですね。摂津市のやっている、

そういう取り組みの評価をどういうふう

に読み取れますかというふうに、ちょっ

とお尋ねしたんですが、そのことをもう

一度お聞きしたいと思います。

　それから、もう１点の各学校における

プランの作成については、これは先ほど

ご答弁いただいたことは決算の委員会の

ときも同じようなことを答弁されたんで

すが、前の答弁では１７年度には、もう

既に各学校においては、そのプランの作

成の段階に入ったと。各学校において研

究を初めて、もうプランの作成段階に入

りましたよと。だから、１８年度には、

もうできているというふうな認識やった

んですね、その答弁でいくと。それで、

そのことがどうですかということをちょっ

とお尋ねしたい。各学校で、もうプラン

ができて、１９年度から取り組む体制が

できましたかということを聞いているん

ですが、そのことについて、ちょっとも

う一度ご答弁をお願いしたいと思います。

　それからですね、３番目でございます

が、このコミュニケーション能力の低下

との関係ですね。ゲームとかインターネッ

トとか、そういうものについては教育委

員会としては問題があるというふうに認

識しているのか。学校ごとでいろいろな

対策をしているというような答弁もあり

ましたけど、そういうように取っていい

のかなと思ったんですけどね。特に、実

際に名前は出せませんがＮ社の携帯ゲー

ム機が爆発的な人気で、品切れで、みん

な発売される日に並んで買うというよう

な状態になってましてね。これが、また

アニメのキャラクターゲームが、また爆

発的に人気で、もう何かとりこになって

るんですね、子どもたちが、そのゲーム

の。でもね、よく見かけるのは、子ども

同士が外で遊んでても座り込んで、みん

なゲームしてるんですね。そんな、今、

状態になってきているというふうなこと

がありまして、友達と遊んでいても別に

群れているわけではなくて、一人ひとり

が一緒におってゲームをして、ゲームの

やり方とかを聞いたり教え合ったりして

いるというような、ちょっと昔とは大分

感覚が違う子どもたちの人間関係ができ

てきているということがあります。

　家の中でも、これは家庭の責任もある

と思うんです。これは大いにあると思う

んですね。家の中でも、やっぱりどんど

ん暴れ回ったりするので、そういうふう

に見せてやらせておくとおとなしいんで

すね。じっとして、一生懸命やるわけで
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す。そういうおとなしくさせておくため

にゲームをさせたりとかいう、そういう

ふうなことも悪循環をしましてゲームが

はやってるということは、これはやっぱ

り将来的にすごく問題になってくるので

はないかなというふうな、識者なんかも

そういうことを非常に指摘をされてるわ

けですけどね。

　何かね、やっぱり市として、教育委員

会として方針なり何なり手を打っておか

なければいけない問題ではないのかなと

私は思うんですね。これは、一般質問で

も取り上げたこともありますけども、以

前はそういう条例をつくってというよう

なことも一遍提案もしましたけども、やっ

ぱり一家庭だけでそれの禁止をしても友

達がゲームを持ってやってきますからね。

なかなか、それが言いにくいというふう

なこともあって、我慢させるのも非常に

難しいというようなこともありまして、

何かやっぱり市全体として方針なり何な

りをつくるとか。何か手を打たなければ

いけないのではないかと私なんかは思う

わけですが、その対策に乗り出すことに

ついて、ちょっと教育委員会の見解、認

識を一度、ご答弁をお願いしたいと思い

ます。

　それから、４番目でございますが、小

学校の英語活動についての研究、またモ

デル事業については、ご答弁いただいた

ことでわかったんですけども、しっかり

これは調査研究を進めていただいて、成

果の上がるように、これはお願いしたい

と思います。これはそういう要望をして

おきます。

　それから、５番目でございますが、給

食調理員パート等賃金に関連をいたしま

して、先ほどその比率等についてもお伺

いをいたしました。１９年度は、それで

いきますよということでございまして、

もう少し、ちょっと突っ込んだお話をさ

せていただきたいと思いますが、第１期

アクションプランの中には平成２０年か

ら一部民間委託、民間委託を一部実施と

いうふうにありますね。ある程度、市と

してはその方針が具体的に決められてい

るやにも聞いておりますけども、そうい

う決定方針があるのであれば、ちょっと

ご答弁をお願いしたいと思います。

　それから、その内容について、例えば

具体的に、一部実施の一部とはどこの学

校であるのかということと、スケジュー

ル等もあわせてお願いしたいと思います。

　それから、最終的に民間委託という方

針ですが、全体計画としては、どこまで、

どうするお考えなのかということもあわ

せてご答弁ください。

　それから、これはところどころ、そう

いうことを実施してきているということ

は他市でも聞くわけですが、これを進め

るに当たっていろいろと情報収集はされ

ていると思うんですね。調査もされてい

ると思うんです。そういう他市での事例

もあわせて、ちょっとご答弁をお願いい

たします。

　それから、６番目でございますが、こ

のドライ化計画というのは、先ほど言い

ました５番目の問題とちょっと関連して

くるんだろうと思うわけですが、ドライ

化計画ですね。今後のドライ化計画、こ

れで２校目ですね。平成２１年度に新し

く建てる味舌東小学校の給食調理室が、

今度、ドライ化になるということで３つ

ですね。これは、今後、どういうふうに

ドライ化計画を進めていかれるのか。中

期的な計画として、どのように策定され

ているのかご答弁をお願いしたいと思い

ます。

　それから､７番目でございます。防犯

ブザーの貸与について。確かに、これは

－ 24 －



家庭における指導とかいうのは、そうい

う部分では大事な部分だと思うんです。

ところが残念ながら、現状としてはなか

なかやっぱり、いざというときに使えて

いないのが現状ではないかなと思います。

　もっとひどい例を言いますと、家に置

いたままで子どもが携帯していないとい

うふうな、それは家庭が悪いと言えば家

庭が悪いんですが、そういうふうなこと

も若干あります。

　確かに、家庭にあとはお願いしますよ

ということもそうなんでしょうけど、そ

れ以上にやっぱり、せっかくこの安全対

策としてやったものなんだから、できる

限りのことを発信したり、教育委員会と

してはそれを使っていろんな防犯訓練と

か、そういうことに生かして、ふだんか

ら使えるようにしていくという対策を考

えることは必要だと思うんですね。

　渡したから、これでもう渡すだけです

よと。後は、もう知りませんよという姿

勢ではなくて、やっぱりそれなりのこと

をしていかないといけないと思うんです。

学校も学校側で積極的に取り組んでいる

学校もあれば、そうでもない学校もある

と思うんですね。

　そういった指導をされるということも

ありましたけども、教育委員会と学校と

一体となって同じ認識に立って、やっぱ

りいざというとき、ほんとに使えるよう

にしていくための意識統一と、それから

具体的な施策は必要だと思うんですけど

も、そういうことも含めて一度これは実

態調査をされたらどうかなと思うんです

ね、子どもたちについて。防犯ブザーを

携帯してますかということとか、それか

ら、いざというときに使えますかとか、

そういうふうなことも含めて実態調査を

された上で、そういった対策を取られた

らどうかなと思うわけですが、そのこと

についてちょっと教育委員会としての見

解を一度お伺いしたいと思います。

　それから８番目、学校へ行こうプラン

でございます。先ほどいろいろメニュー

も充実させていきたいということでござ

いました。図書室はやっぱり多いんです

ね。図書室開放というのは、一番、まず

考えやすいようなことでもあるんですが、

ただ暑いんですわ、図書室も夏はやっぱ

り。暑いところへ来て、宿題もそうです

が、クーラーのある部屋を使ってるかわ

かりませんけども、こういう環境的なこ

ともしっかりと考えてあげないといけな

いなと思うんですね。

　こういうクーラーの整備についても、

ぜひ早期に取り組みを進めていただきた

いなというふうに思うわけです。特に年々

温暖化になってまして、年々暑さが増し

ているというような状況の中では、片や

充実したプランをということであって、

しかし設備的にはなかなかその改善はで

きませんということではなかなか難しい

ので、これはやっぱりそういう意味では

夏休みでも学校が快適に使えるように今

後クーラーの設置について考えていくべ

きではないかなと思うわけですけども、

そのことについてちょっと教育委員会と

して、どういうふうな考え方でおられる

のか。大分ちょっと、１８年よりも１９

年という形で市でいろんな、変わってい

く要因もたくさん出していくような点で

も教育予算的な面でも変わっていく要因

もあると思いますので、改めてここでちょっ

と、その点についてお伺いをしたいと思

います。

　それから９番目でございますが、不登

校支援協力員の関連でございます。先ほ

どは１８年度が若干減っているというこ

とで意外に驚き、それは功を奏したとい

うことだと思うんですけども、１７年度
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は１３０名ということで９０名までいく

と４０名のハードルは高いなというふう

に私も思ってたわけですけども、それが

今のところやったら１１６名ですので２

６名というハードルになるということで

ございます。これはしっかりと取り組み

を進めていただきたいと思います。

　先ほどもちょっとありましたけども、

全国的な傾向と摂津市の傾向が違うとこ

ろがあると。１７年度の決算の委員会の

ときにもおっしゃってましたが、全国的

には小学校から中学校へ上がる階段のと

ころに、つまずきが非常に大きいという

ことでございました。

　ところが、摂津市の場合は階段のつま

ずきが余りないんやと。今まで、いろい

ろ取り組みがあって、そういう問題も改

善されているということで、どっちかと

いうと２年生、３年生になってから不登

校が増加するという傾向があるというこ

とでございました。これは、これから調

査を進めていかなければいけないんやけ

ども、生活のありようとか学習との極め

て結びつきが強いということで１７年度

の決算の委員会のときには答弁がありま

した。これは調査していくということで

ございましたけども、この２年生、３年

生になってから、この不登校がふえてく

るということについて、どういう対策を

打たれることになるのか。もうちょっと、

それから話が進んでいって、あるいは具

体的な対策が見えてきたということであ

れば、ちょっとそういうことを踏まえて

一度、ご見解、ご答弁をお願いしたいと

思います。

　それから、１０番目でございますが、

小学校の耐震についてでございますが、

当面はこの１９年度は特にこの２校の統

合に伴う学校に集中的な予算が配分とい

うことになると思いますが、特に先ほど

おっしゃいました体育館の耐震化につい

ては、今後やっぱり避難地になるという

ようなこともありまして大変重要な位置

づけになると思います。

　国庫補助も２分の１になるというよう

なことも以前にありましたけども、これ

はぜひ早急に進めていただけるように。

全体で１か年で、全棟を耐震化するとい

うことは、年に１棟しかできないという

ことになるんですかね。そういうことで

すよね。２棟も３棟もというわけにはい

かない。それから、体育館だけ先行して

ということでもないということですよね。

　これ、ちょっと今の全棟を１か年で耐

震というのは、ちょっと理解できなかっ

たんですけどね。ほかの全部を合わせて

年に１校だけという考え方なのか、ちょっ

とその辺とそれから、私は体育館を少な

くとも、例えばちょっと体育館を先行し

てやる方が、まだ効率的に、パイが一緒

であれば体育館を先行してやるというの

も一つの考えではないですかということ

を言っておりますので、ちょっとあわせ

て再度、その点について教えてください。

　それから、１１番ですね、いじめにつ

いて。これは、新しく４つの方針を今おっ

しゃっていただきましたけども、新しい

ことでいろいろとマニュアルを配布をさ

れたりとか、児童会とか生徒会に自主的

な、いじめないスクール運動ですか、新

しい運動を展開されるというようなこと

もあります。

　だけど、前にちょっと言いましたけど

も、まず先生方が生徒のこと、子どもた

ちのことをしっかりと把握をできる時間

をつくる、与えられるということが、ま

ず第一ではないですかということを僕は

考えてるわけですけども、そういう意味

ではちょっと非常に現場を見てますと忙

し過ぎるんですね。雑用が多いとか、い
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ろんなことがあって。

　そういう雑用とか、そういうのを減ら

すために教育委員会として事務の精査を

すると。それから、人的支援とか、学校

に対する具体的支援に努めるというふう

にご答弁がありましたね。精いっぱい努

力をしますということでございました。

そういう少しでも、そういうふうにされ

るということ、１９年度に対してこうい

うことを具体的に努力しますよというこ

とがあれば、ちょっとご答弁をお願いし

たいと思います。

　それから、１２番目でございますが、

文化振興計画策定事業についてでござい

ますが、計画のスケジュール等について

はわかりました。企業メセナなどの関係

もアンケート等を出すんだと、出してそ

れを盛り込んでいくんだということもお

聞きをいたしました。

　その１２月に、大体答申をいただいて、

その後どういうふうにされるのか。多分、

パブリックコメントとかされるのかなと

思うんですが、その後、最終策定までど

ういう流れになっているのか、もう少し

ちょっと、この件をご答弁をお願いしま

す。

　それから１３番目でございますが、地

域総合型スポーツクラブの取り組みにつ

いてですが、これは多分、もう少し方向

性を決めて、戦略を決めて進めていらっ

しゃると思うんですね。まず１校、摂津

市で１つつくることについて、今、目標

を定めて進んでいらっしゃると思います

けども、例えば安威川以北・以南であれ

ば、この中学校をターゲットにまず進め

ていこうとか。ここを拠点にして考えて、

一遍進めていこうみたいな、もっと具体

的な取り組みが多分あると思うんです。

あったように思うんですが、そういう、

もう少し具体的な検討の中身、それから

摂津市として始められるであろう、始め

るべき目標年次ですね。

　それから、摂津で可能な枠組みがあり

ますね、こういう枠組み。それから、支

障になる問題点なんかも含めて、再度、

ご答弁をお願いしたいと思います。

　それから１４番目、こども会の育成事

業について、こども会の実態がわかりま

した。それで、こども会が解散していく

原因というのは、いろんな原因があると

思います。

　例えば少子化で、どんどん子どもが少

なくなっていく。こども会の人数そのも

のが少なくなっていくということもあり

ます。

　それから、役員のなり手がないという

ふうな、これは結構深刻なんですよね。

役員が回ってくる。なかなか、みんな結

構最近は働いている家庭が多くて役員、

こども会には参加させると、子どもは参

加させるけども役員は嫌ですというふう

な方もいらっしゃいます。そういう社会

情勢なんかが原因となって、多分これか

らもこの傾向性はとまらないんだろうと

思うんですね。

　それを何とか歯どめをかけていくとい

うこととあわせて、なくなったところを

もう１回復活というようなことは物すご

い労力の要ることなんですけども、そう

いう支援も含めて、なくなったところを

もう１回復活という部分についても、何

か教育委員会として支援ができないのか、

その辺の見解をちょっとご答弁をお願い

したいと思います。

　それから、１５番目のこども１１０番

の車ですけど、自転車はプレートを渡す

んやけども車はあかんねんというのも、

ちょっと道理的にはよくわからない話な

んですけどね。車は連れ去り事件がある

からやと、自転車は連れ去りがないから
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やと。でも、今、安まちメールでは自転

車でやってきた男に声をかけられたとい

うことが物すごい多いですよ。

　結構、車もありますけど、摂津市の場

合は自転車でやってきた男に声をかけら

れたという事例もありますし、自転車が

安全ということではないわけで、また自

転車のプレートは各小学校でもやってま

すし、各自治会なんか、またいろんな各

種団体もかけてやってます。

　校区が違うので、うちらみたいに吹田

に近かったら吹田のプレートつけた人が

いっぱい来はりますし、全然面識のない

人たちがプレートをつけているわけで、

車だからだめなんだと、自転車はいいん

だという理由はちょっとおかしいと思う

んですけど、お願いをするときにきちん

とそうしておけば問題はないと思うんで

すけどね。車がだめだというふうな理由

はちょっと当たらないと思うんですけど、

これはもう答弁は要りませんので、これ

はぜひ一遍検討してください。

　お金が問題なんだったら大阪府に何と

か言うて、ちょうだいと、くれませんか

ということで交渉していただいてでも、

その意欲を持って一遍検討していただき

たいなということ、これは要望しておき

ます。

　それから、１６番目でございますが、

放課後子ども教室の部分ですね。これは、

今のちょっとご答弁を聞きますとイメー

ジ的には、わくわく広場を名前を変えて、

そのままとりあえず進めていくという形

になるんですかね。わくわく広場のまま

で進めていくんですね、１９年度も。で、

事業の名前だけが変わって、２０年度か

らモデル的に、それもわくわく広場です

か。わくわく広場をそのまま使う、名前

を使うということですね。わかりました。

　それで、特に問題点を指摘しておりま

したけども、スタッフがなかなか見つか

らないという問題ですけども、ちょっと

私もいろんなところでお聞きしていると

ころで、安威川以南の方については結構

ＰＴＡの方なんかが協力をされていると

いうことでスタッフはある程度、充実し

てますよということで聞いてます。

　しかし、この間、鳥飼地域のＰＴＡ会

長さんの話を聞きましたけど、結構それ

もＰＴＡの中で人選するのに、すごく負

担なんですよと。大変なんですわという

ことでおっしゃってました。なかなか、

やっぱりこういう時代で難しいんだろう

なというふうに思ったんですね。結構、

負担になっていらっしゃるというような

ことはおっしゃってました。

　だから、有償ボランティアの考え方を

もう１回、ちょっと考えるときに来てる

んじゃないかなと思うんですね。今、１

回１，０００円ですね。

　当初、始めたときは１回２，０００円

だったんですよね。そのときから、地元

でもそうですが１，０００円に下がると

きに、やっぱりやめはりました、何人も

ね。そういうほんとに何もなしでボラン

ティアというふうな部分も大事ですけど、

それはやっぱりある程度限界があるので

はないかなと僕は感じてるんですね。

　だから、ある一定の謝礼は考えていか

ないと有能な人材は、なかなか集まらな

いんではないかなと思うんです。

　これから、団塊の世代がどんどん地域

に帰ってくると言われても、団塊の世代

の人もやっぱり、しばらく年金が出ない

からどこかで働いてお金になることを考

えないといけないというふうな状態でしょ

うから、そういうやっぱり、それを当て

にして人が集まるだろうというふうな考

え方もちょっと安易ではないかなと思う

わけですけどね。
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　この人員確保について、一遍、実態調

査なりを行われたらどうかなと思うんで

す。やられてる方でもそうです。今現に

ボランティアにいろいろ参加されている

方がいらっしゃいますね。そういう方か

らでも実態を一遍調査されて、意識調査

されて、そういうとこら辺から始められ

たらどうかなと思うんですが、ちょっと

その辺のスタッフを集めるという面につ

いて、ちょっと考え方、抱負、意気込み

等をちょっとご答弁ください。

　１７番目でございますが、今、貸し出

し数だけをおっしゃっていただきました

けども返却数がもっともっと、確か多かっ

たと思うんですね。千里丘地域は、ニー

ズとしては図書施設を設置していただく

というような計画がありまして、公民館

に附属をして図書施設を設置をという計

画がまだ凍結されていますけども、その

計画があるんですね。

　やっぱり市民ニーズを考えますと、こ

ういう図書施設の建設についても近い将

来は検討をしなければならないというふ

うに考えるわけです。この図書施設の建

設について、ちょっと市として考え方を

一度ご答弁をお願いしたいと思います。

　それから、１８番目の子ども読書推進

計画についてですが、この子ども読書推

進計画は、各いろんな課が関係してまし

て、一つの課ではないので、それは大変

かもしれません。

　しかしやっぱり５か年あって、これ、

しっかり目標を達成していこうと思えば、

その課において、各課において、ことし

はここら辺まで頑張ろう。その次は、こ

こまで、最終年はここだというふうなも

のは持っておかないと実現が難しいと思

うんですね。

　やっぱり、そうすることによって計画

的に進めていくこともできるし、それやっ

たら５年間たって、できたものはできた、

できなかったものはできなかったで終わ

ると、こういうことになってしまうので、

これはやっぱり各課において目標を出し

てくれというふうなぐらいを取りまとめ

ている課で出してもらって、それについ

てその年度の終わりに評価を行うという

ふうな方法にするべきやと思うんですね。

これはぜひ、ちょっと検討していただき

たいということでお願いしておきたいと

思います。

　特に、学校における読書に親しむ環境

づくりというのがありますね。この辺は、

もう特に重点的に進めていただくように

お願いしておきたいと思います。

　それからもう１点、この４月の２３日

が子ども読書の日というふうに決められ

てますね。各地でいろいろ催し物が行わ

れています。摂津市は、あと１か月ちょっ

としたら来ますけど、摂津市としてはど

のようなことを考えていらっしゃるのか、

ちょっとご答弁をお願いしたいと思いま

す。

　それから、１９番目は、これは結構で

す、わかりました。以上で２回目を終わ

ります。

○嶋野委員長　暫時、休憩します。

（午後０時６分　休憩）

（午後１時　　　再開）

○嶋野委員長　再開します。

　馬場次長。

○馬場教育総務部次長　それでは、私の

方から７番目の防犯ブザーの件について

再度ご答弁申し上げます。

　防犯ブザーの使用の実態として、委員

がおっしゃるようなところが若干危惧さ

れるということも事実であろうと思いま

す。ただ、この制度を始めるに当たりま

して、私どももこの防犯ブザーの管理に

ついて内部で種々検討いたしました。
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　やはり防犯ブザーを私どもが小学校１

年生から中学校３年生、全学年に配付い

たしましたが、例えば小学校１年生の子

が中学校へ上がるまで果たして責任を持っ

て管理できるだろうかと、逆に私どもは

そういうように考えたわけでございます。

　そういったときに、やはり子どもの安

全でございますので、教育委員会、学校、

それと保護者が一体になって子どもの安

全を図るということの方がむしろ子ども

の安全にとっては市民全体で安全を高め

て、地域の安全力を高めるということの

方に寄与するんではないかと、そういう

ように私どもは考えたわけでございます。

　ただ、やはりまず何をするにしまして

も行政の方から一定施策を打って市民の

方にそういうように向いていただくとい

う必要もございますので、初年度は１年

から中学校３年、全学年全員の児童・生

徒にお配りをいたしました。２年度、１

７年度からは、それを引き続き使っても

らう前提のもとで小学校の新１年生のみ

全員に配付するということで今後運用し

ようということにいたしました。

　その中で先ほど申し上げましたように、

防犯ブザーの取り扱い要綱をつくりまし

て、再度になりますが保護者の負担とし

まして、その貸与後の管理は自己責任で

お願いしたいと。また、明度確認につい

ても保護者の方でお願いしたいと。

　それと、返却時の条件につきましても、

貸与後１年を経過した防犯ブザーについ

ては、貸与者に無償譲渡するということ

にいたしまして、その後の管理について

は保護者にお願いするという形で、この

制度を立ち上げたものでございます。

　ですから、１年間使っていただいたそ

の後も私どもは継続して持っていただき

たいと思いますが、そのあたりはやはり

家庭、学校等で指導なりをやっていただ

いて、子どもの安全にぜひとも自分のお

子さまのことでございますので安全に努

めていただきたい。

　ただ、教育委員会といたしましても子

どもの安全施策は非常に大事な施策だと

思っておりますので、例えば子どもの安

全都市宣言を行うであるとか、折に触れ

広報で安全特集を組む、そういうときに

防犯ブザーのことも掲示いたしておりま

すので、折に触れそういう啓発は進めて

いきたいと考えておりますのでよろしく

お願いいたします。

　それと、ご質問の８番目の学校へ行こ

うプランの２回目の質問の中で、暑さ対

策の中でのクーラーの設置についての要

望ということでございました。私ども、

温暖化の中で教室の学習環境が大変厳し

いものになっているということは、十分

認識いたしております。

　過去の議会答弁におきましても、その

必要性を認識している中で現在研究を進

めているという答弁をさせていただいて

おります。

　来年度に向けても種々検討したところ

でございますが、やはり市全体としまし

て、学校にクーラーを入れる財源の捻出

に非常に苦慮しているというところでご

ざいまして、直ちに今、１９年度予算で

クーラーを設置するところまではいかな

かったものでございます。

　また、それに伴いまして財源が非常に

かかる事業でございますので、ただ単に

暑さ対策ということだけではなく、それ

を設置することによって例えばご議論い

ただいてます夏休みに学校でどういった

ことができるのかとか、そういったやは

りクーラーをつけたことによって、さら

にもう一つ教育環境プラス、そういう施

策も高めていくようなことも内部で議論

しながら今後そういう形に、設置に向け
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て努力してまいりたいと考えております

のでよろしくお願いいたします。

○嶋野委員長　岩見参事。

○岩見総務課参事　１０番目のご質問、

耐震化についてでございますが、体育館

の耐震化を先行させてはどうかというこ

とと、１校全棟の工事の内容についてと

いうことで２回目のお答えをさせていた

だきたいと思います。

　まず、委員ご指摘のとおり、学校体育

館につきましては、災害非常時には住民

の一時避難場所ともなることから、学校

施設などその安全性の確保をして耐震化

を向上させることが最も重要なことと考

えております。

　以前では、児童・生徒たちが最も長く

生活する場として校舎を優先させて、棟

単位で耐震化の工事を実施してまいりま

したが、体育館も含めて災害非常時には

住民の避難場所ともなりますことから、

学校全体の耐震化を促進するようにと国

からも指導がございますので、各校ごと

に全棟、体育館を含めまして全棟を１か

年で工事を完了させて耐震化を進めてま

いりたいと考えております。

　委員のご質問の中にもございましたが、

地震防災対策特別措置法が一部改正され

ておりまして、学校の体育館の耐震化の

補助率も２分の１となっており、そのか

さ上げの対象とするために交付金として

有利な措置が講じられるよう地震防災緊

急事業の第３次５か年計画に、５か年計

画、この１８年から平成２２年度までで

ございますけど、この計画を総務防災課

より大阪府の危機管理室に提出をしてお

ります。

　その５か年計画にのっとりまして財政

の状況もございますけれども、交付金を

確保する中で毎年計画的に実施をして、

できるだけ早い時期に耐震化が完了する

ように、体育館も含めて完了するように

進めてまいりたいと考えております。

○嶋野委員長　北野参事。

○北野学務課参事　私の方から５番目の

給食調理パート賃金に絡みまして、民間

委託の件と、６番目の鳥飼西小学校のド

ライ化工事にかかわりまして、ドライ化

計画の件について答弁させていただきま

す。

　先ほども触れさせていただきましたが、

昭和６０年１月２１日付、当時の文部省

の体育局長からの文書に、学校給食業務

の運営の合理化についてという文書がご

ざいます。この文書の内容なんですが、

地域の実情に応じた適切な方法によって

運営の合理化を推進するようということ

で、各都道府県教育委員会に通知が来た

ものでございます。

　この中で合理化の方法として、先ほど

答弁させていただきましたパートタイム

職員の活用ということと、今、お問いの

民間委託の実施ということが掲げられて

ございます。

　先ほども答弁の中で申し上げたところ

なんですが、この非常勤化というのを平

成１８年度から実施してまいりました。

この１年実施して、我々は現場職員とい

ろいろと、このことについてお話をさせ

ていただきました。やはり正規職員の構

成割合が少ない学校において、かなり労

働条件が厳しくなっているなというよう

な声が聞こえてまいります。こういう声

を考慮いたしまして、我々といたしまし

ては行財政改革第３次実施計画にも掲げ

てございます一部の学校で民間委託をす

ることが望ましいのではないかという判

断をしたところでございます。

　アクションプランに掲げられたことに

基づきまして、本年１月１０日に職員組

合に対しまして、一部の学校で学校給食
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調理業務を委託することを申し入れたと

ころでございます。

　今の段階では、まだ申し入れでござい

ますので、今後、職員組合と協議を続け

てまいりたいというふうには考えており

ます。

　お問いの具体的にどこの学校、スケジュー

ル等、全体計画はどこまでということな

んですが、具体的に我々が考えておりま

す、これは事務局自体の基本的な考え方

でございますが、当然やっぱり保護者の

不安を幾分でも和らげるために衛生管理

がきちんと強化できた、施設設備が改修

済の学校においてやるべきではないか、

こういうことがございます。

　現在、施設設備が改修済になっており

ますのは千里丘小学校。この１９年度に

鳥飼西小学校がドライ化に向けて改修予

定でございます。さらに、現在工事中で

ございますが、味舌東小学校が完全ドラ

イということで新築工事をいたしており

ます。一応、我々の考えとしましては、

この３校を年頭に置いております。

　全体計画はどこまでかというお話でご

ざいますが、委託化はすぐに進むもので

はございません。我々としましては２校

程度の学校の調理業務を民間委託するこ

とによって、当分の間、安定的な学校給

食、安全な学校給食を提供できるのでは

ないかというふうに考えております。

　それと他市の事例ということでござい

ますが、平成１７年５月１日現在でござ

いますが、大阪府内で２１市町村におい

て調理業務が委託されております。近隣

市で申し上げますと、箕面市で小学校３

校、守口市で小学校１２校、島本町で小

学校２校、このような形でほぼ半数の割

合の市町村で民間業務委託が実施されて

おります。

　なお、私が調べましたところ、平成１

９年度より大阪市も民間委託の方向で実

施されると聞いております。

　続きまして、施設のドライ化の計画の

件でございますが、現在、調理施設全体

の設備が老朽化しておりまして、老朽化

の進んだ学校から全面的に改修を進めて

まいりたいというふうに考えておりまし

て、次に考えております学校は鳥飼東小

学校でございます。鳥飼東小学校のまず

実施設計を予算化させていただき、翌年

度に工事に着手。鳥飼東小学校の次に考

えておりますのは、鳥飼北小学校です。

その後、これは財政との兼ね合いという

ふうになっておりますが、老朽化の進ん

だ学校から順次、ドライ化に改修を進め

てまいりたいというふうに考えておりま

す。

○嶋野委員長　大路参事。

○大路教育総務部参事　学校教育課にか

かわります２回目の質問にご答弁させて

いただきます。

　まず、２番目の学力定着度調査にかか

わっての内容についてご答弁させていた

だきます。

　各学校のプランづくりの段階がどのよ

うになっているかということにつきまし

てですが、１８年度の学力定着度調査の

分析をもとにした学力向上のプランにつ

きましては、先ほども申し上げましたが

第３中学校区で研究をされるということ

で作成をしておりますが、他の学校につ

いてはその内容としてのプランの作成は

現在、まだできていない状況でございま

す。

　しかし、後でも触れさせていただきま

すが少人数指導という形で、これはすべ

ての学校で加配を伴う指導を行っており

ますので、そうした計画につきましては

出していただいておりますが、学力定着

度調査を分析し、学力向上に向けてのプ
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ランというのは現在第３中学校区にとど

まっている現状でございます。

　また、いわゆる習熟度別指導のそれで

は、この間の評価ということでご答弁さ

せていただきますが、教育委員会、学校

教育課といたしましては、習熟度別指導、

また分割の指導、ティーム・ティーチン

グ等、いわゆるこれらを少人数指導と申

しておりますが、こういった少人数指導

は、個に応じたきめ細かな指導方法の工

夫改善ということで、国の第７次の定数

改善計画において配置されておりまして、

各学校で加配教員を中心に進められてお

るところでございます。

　さまざまな成果を本市の学力定着度調

査から読み取れますが、特にやはり児童・

生徒に対し、目が行き届きやすい状況か

ら計算力や漢字の読み取りなどの基礎的

な学力が向上していることが調査結果か

らも読み取れるという認識を持ってござ

います。

　しかし一方で、個々がじっくり考える

論理的な文章の読み取り、また論理的に

書いたり話したりする力ということにつ

いては、その個別の実態に応じた指導の

工夫の研究がさらに必要と考えていると

ころでございます。

　状況は、まだまだ不十分なところはご

ざいますが、１７年度の学習意識調査に

よりますと、児童・生徒は画一の一斉型

の授業よりも課題や習熟の程度に応じて、

さまざまに展開する授業に対して好意的

な評価をする実態がありますので、先ほ

ど申しましたことからあわせて、これか

らみずから成長が実感できる授業づくり

に、さらに研究が求められているという

ふうに考えておるところでございます。

　続きまして、コミュニケーション、テ

レビゲームの点については、この後、理

事の方から答弁をさせていただきます。

　続きまして、９番目の不登校の対策、

特に中学校２年生、３年生の課題でござ

います。

　委員ご指摘のように、小学校から中学

校の段差による解消は、これまでの取り

組みにより小・中連携を進め、個別の対

応計画も作成しながら効果が出てきてい

るというふうに考えておりますが、中学

校１年生から２年生にかけての増、また

２年生から３年生にかけての増の対策に

つきましては、やはり現在も取り組んで

おりますが、一人ひとりの状況に応じた、

きめ細かな生徒指導を行うということが

基本にあるということでございますが、

さらに、やはり中学生は中学３年生の進

路を見据えた学力の充実の取り組みが大

事だということを現在論議をしておると

ころでございます。

　したがいまして、生徒指導につきまし

ては、現在中学校に派遣しておりますス

クールカウンセラー、それから教育研究

所、来年度からは教育支援センター、現

在のパルでございますが、パル、大学生

のさわやかフレンドの派遣との連携、そ

して第１中学校、第５中学校では不登校

支援協力員、また他の学校では生徒指導

関係の加配等を含めての連携をしながら

生徒指導の充実に取り組むとともに、学

力の課題について、さらには進路の課題

について、やはり全体的な論議と、さら

にきめ細かな対策を考えていきたいとい

うふうに考えておるところでございます。

　先ほども申しましたが、１９年度の学

力定着度調査につきましては、中学２年

生に焦点を当てるということは、実施時

期をやはり５月ぐらいに予定しておりま

すので、中学校１年生時点での学習状況

や学力定着の把握を行い、学力充実につ

いても、よりきめ細かな施策に生かして

いきたいと考えているところでございま
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す。

　続きまして、１１番目、いじめ等の問

題から人的な支援をどのように考えてい

るのかということでございます。これは、

これまでも配置をしておりました小学校

のスクールカウンセラー、中学校は、府

の方ですがスクールカウンセラーを派遣

をし、モデル事業ではございますが家庭

の教育相談員を引き続き２名、不登校支

援協力員を２校に配置ということと、さ

らにこれはいじめということに限定され

るものではございませんが、１９年度か

ら障害児介助員９名に障害児等支援員と

いう形で２名の配置を計上させていただ

いておるところでございます。

　また、府の方の事業の説明もこの間ご

ざいまして、元気な学校づくり総合支援

事業というのを中学校区に指定をすると

いう方向で現在調整をしておりますが、

その際、指定できました中学校区にはＯ

Ｂ教員や地域人材、大学生等の総合的な

支援チームを組んだ派遣を予定しておる

ところでございます。

○嶋野委員長　中岡次長。

○中岡生涯学習部次長　それでは、２回

目のご質問、番号で言いますと１２番目、

文化振興計画策定事業についてでござい

ます。

　１２月からどうなっていくのかという

ことでございますが、懇話会からの提言

をいただくのと同時に素案の作成にも入っ

ていきますので、年明けになりましたら

素案を提案させていただき、同時にパブ

リックコメントも実施していくという段

取りをしております。

　それから、１３番目の地域総合型スポー

ツクラブ、具体的に始められる年次とか、

可能な枠組みのお話でございましたが、

１回目の答弁でもご説明させていただき

ましたように、摂津市においての現状を

見ますと、非常に難しいと言わざるを得

ません。

　クラブ設立をどこに置くか、あるいは

既存のスポーツクラブとの関係、活動場

所の確保。学校の施設におきましても開

放委員会で年間の使用登録等、ほとんど

１２小学校、あるいはもう中学校ではク

ラブ活動ということで、空きがないよう

な状況でもございますので、その場所の

確保は非常に難しいと思います。

　また、クラブになりますと、クラブハ

ウスを確保していかなければいけません。

また、有資格の指導者の確保、運営経費、

またマネージメントをやっていただく方

の人材確保、いろんなハードルがござい

ます。目標年次を立てたいところではご

ざいますが、現時点ではその目標年度を

申し上げるまでに至っておらないので、

ご理解をいただきたいと思います。

　それから、１８番目の子ども読書推進

計画のことでございますが、１８年度、

間もなく終わろうとしておりますので、

また年次の進捗状況の検証という場面が

ございますので、その場面で関係各課と

協議し、そういった委員ご指摘の事柄に

ついても協議してまいりたいと、こうい

うように考えております。よろしくお願

いいたします。

○嶋野委員長　高田参事。

○高田市民図書館参事　１８番目のご質

問で市民図書館に関しましてご答弁を申

し上げます。

　子どもの読書活動の推進に関する法律

が制定されましたのは、平成１３年１２

月で、平成１７年７月に摂津市子ども読

書活動推進計画が策定され、市民図書館

では子どもの読書活動を推進するため、

毎月第１から第５土曜日の３時から３０

分間、ボランティアの方によりまして読

書の読み聞かせや、紙芝居等のお話会を
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実施しております。

　１４年度から新しく設けられました子

どもの読書の日にあわせて、１週間以内

に親子絵本教室と題しまして講演会を行っ

ております。

　さらに、夏と冬にはバージョンアップ

いたしまして、６０分間、人形劇や紙芝

居等のお楽しみ会をボランティアの皆様

によりまして開催し、読書等の楽しさを

知ってもらうための活動を行っておりま

す。

　また、それ以外に団体図書の貸し出し、

小学生の図書館見学受け入れや体験学習

も受け入れさせていただいております。

○嶋野委員長　田川参事。

○田川生涯学習スポーツ課参事　質問番

号の１７番、市民図書館の本の千里丘公

民館での貸し出しにかかわりまして、千

里丘公民館の図書室の増築の件について、

今後どうするのかというご質問でござい

ますが、千里丘公民館図書室の増築につ

きましては、過去、平成１７年３月にも

庁内での検討会による報告書も出ており

まして、千里丘保育所跡地等を活用して

図書施設を増築する提言が出ております。

　しかし、その間、本市の財政状況が非

常に厳しいことから、この計画は現在の

ところ凍結状態にあります。

　今後、財政が好転すると思われる時点

で、政策的にこの問題は具体化されてい

くものと考えております。

○嶋野委員長　池上課長。

○池上青少年課長　質問番号１４番、こ

ども会の件についてお答えさせていただ

きます。

　こども会解散の原因ということで、少

子化、役員のなり手ということで、委員

のご指摘がございましたけれども、実際、

解散というのはこども会の会員数の減少

ということになってこようかと思います

が、現在の少子化の問題でありますとか

週末スポーツクラブとかが活発に行われ

ている。また、習い事等、以前と比べま

して週末の子どもたちの過ごし方等が変

わってきていることが上げられるかと思

います。

　その中で今後、解散の歯どめとか、ま

た復活ということなんですけれども、先

ほども言いましたけども解散の要因とし

ましては、子どもが少なくなったことと

か、あと少なくなってこども会同士が活

動を一緒にして合併するというようなこ

ともあると思います。

　それともう一つは、こども会組織は残っ

ているけれども、連合組織であります市

こ連に加盟していないというところ等も

あろうかと思います。その件につきまし

ては、またこども会の育成連絡協議会と

もいろいろ話をしまして、こども会に入っ

ていないところがあれば入っていただく

よう呼びかけをしていくと同時に、もし

解散してしまったところであっても今現

在、住宅等がまたいろいろ建ってきておっ

て、また子どもがふえてきているという

ところもあるかと思います。その辺につ

きましては、また再結成に向けた取り組

みなりができるかということも含めて考

えていきたいと思っております。

　それと、こども会の育成者の問題なん

ですけれども、やはり育成者のなり手が

いないということですけれども、この部

分に関しましては、育成者というか指導

者として、これはまたわくわく広場にも

関係してくることではありますけれども、

こども会の活動とか行事をサポートして

いただける人材の養成とか確保とかも必

要になってくるのではないかというふう

に考えております。

　この部分につきましては、これもどう

いうふうな形で取り組めるのかわかりま
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せんけれども、この部分については、わ

くわく広場との関係も含めまして地域の

人材の確保、また養成等に努めてまいり

たいというふうに考えております。

　続きまして、わくわく広場というか、

放課後子ども教室の件につきまして問題

点としてスタッフが見つからないという

ことでございます。これは実際スタッフ

が少なく、運営に支障を来すようなこと

も今後予想されることもあります。この

中でスタッフの確保としましては、シル

バー人材センターの会員さんへの会報を

送るときに一緒にわくわく広場の指導員

募集のチラシを送付させていただいたり、

また公民館クラブの登録での説明会に職

員が出向きまして協力、また指導の方を

求めさせていただく。

　また、老人会とかＰＴＡ、そういった

会合にも出向きまして、いろいろと指導

員として、またわくわく広場のスタッフ

として協力いただけるよう広く協力依頼

をさせていただいておるところでござい

ます。

　ただ、今のわくわく広場の問題点につ

きましては、地域、個人、有志に頼って

いるところというのが大きいわけであり

ます。ただ、個人、有志に頼っていると

いうことは、やはり個人、先ほどもＰＴ

Ａの負担になっているという話ではござ

いましたけれども、その各個人に余り負

担がかかるようであれば、当然、継続し

た取り組みというのは、なかなかしんど

いということにもなってこようかと思い

ます。

　その中で、やはり一定のそういう運営

組織といいますか、運営体制を整えてい

くということが必要と考えております。

その運営体制の確立というか、体制づく

りに向けて各種団体、またいろんな団体

の集まりでありますすこやかネットです

ね、地域教育協議会等ともいろいろと相

談をさせていただきながら、運営体制づ

くりに努めてまいりたいというふうに考

えております。

　あと、この事業の目的というか、それ

はキーワードが地域ということになって

きます。地域の方が、ほんとにいかに多

く参加していただけるかということであ

りますので、いろんなところで呼びかけ、

またいろんな努力をしていきたいという

ふうに考えております。

○嶋野委員長　福元理事。

○福元教育総務部理事　３番目のゲーム

機での遊戯時間でございますとかテレビ

の視聴時間が非常に長くなっており、そ

のことによってコミュニケーションの能

力でありますとか子どもたちの遊び方の

変化というようなことについて、教育委

員会として対策に乗り出すつもりはない

のかということについてご答弁を申し上

げます。

　ゲーム機等の普及によります子どもた

ちへの影響につきましては、このゲーム

機普及問題が教育課題なのか、あるいは

購入するご家庭の問題なのかというよう

なことは根本の大きな議論があるのでは

ないかなというふうに思っております。

　しかしながら、現実の問題として、さ

まざまな弊害が指摘をされております中

で、教育委員会事務局といたしましては、

従来より申し上げておりますけれども、

豊かな人間性をはぐくむ心の教育の重要

性を再確認いたしまして、児童・生徒の

相互の人間関係を深め、コミュニケーショ

ン能力の育成を図ることや豊かな体験活

動を通して児童・生徒の内面の成長を待

つというようなことが必要であると考え

ております。今後も読書活動等、積極的

に推進してまいります。

　それから、ゲーム機につきましては、

－ 36 －



各ご家庭の考え方や判断により、さまざ

までございますけれども、子どもにとっ

て、よりよい環境を実現するという観点

から学校と家庭が協力して取り組むこと

が必要であるというふうに思っておりま

す。具体的には、平成１７年度配布いた

しました大阪府生活文化部発行の青少年

健全育成ハンドブックのさらなる活用を

通して、望ましい生活習慣や節度あるメ

ディアやゲームとのかかわりができるよ

う学校へ指導してまいります。

　また、ご家庭におかれましては、一定

の時間を決めるなど、節度ある使用をご

指導いただきますように学校からもさら

に発信をしてまいりたいというふうに考

えております。

○嶋野委員長　藤浦委員。

○藤浦委員　それでは３回目は要望にさ

せていただきたいと思います。

　まず、２番目の学力定着度調査につい

てですけども、今、いろいろとご答弁い

ただきましたけども、この学力の問題点

改善プランについて、第３中学校区はモ

デル校になっているのでつくったけども、

あとの学校はつくっていないということ

でございますので、これはやっぱり全校

を挙げて取り組んでいかないと、せっか

く定着度調査をやって、その結果に基づ

いて改善をしていこうという取り組みの

中で足並みがそろわないのじゃないかな

と思うわけです。

　これは、５か年の中でも４か年目に入

るわけですから、この辺、やっぱり足並

みそろって全校挙げて、やっぱりその問

題点にしっかり取り組んでいけるような

体制をやっぱり取っていただきたいと思

います。

　１７年度の決算の委員会のときの答弁

で、これは全校足並みそろえて、そうい

うあれでいくのかなというふうに思って

たんですけど第３中学校区だけですよと

いうことであったら、ちょっとやっぱり、

それは問題があると思いますので、全市

的にしっかり取り組んでいけるように、

これは取り組んでいただくことを要望し

ておきたいと思います。

　それから、やっぱり教育の良し悪しと

いうのは今までいろいろ議論されており

ますけども、人口問題と大変にリンクを

してまいります。残念ながら、摂津市は、

まだまだ教育上、教育の面では風評がよ

くありません。悪く言う人は結構多いん

ですね、非常に残念なことです。

　あるとき、ある不動産屋の人とお話を

する機会がありましたけども、失礼なこ

とを言う方がいらっしゃいまして、摂津

市は教育が悪いので、なかなか勧められ

ないというようなことを言う方もいらっ

しゃいました。大変失礼な話やなと思い

ましたけども、実際にそれが事実かどう

かわかりませんけども小学校へ上がる前

に他市へ転出されるという方もいらっしゃ

るようです。これは、それが原因かどう

かわかりません。だけど、かなりいらっ

しゃるようです。

　こういったことを考えてみますと、やっ

ぱり教育に対する風評というか、そうい

うものが多少やっぱり影響しているので

はないかと思うわけです。これはこれと

して、この教育改革は、これは着実に、

しかも粛々とこれは進めていただくとい

うことで、これはお願いをしておきたい

と思うわけですけども、プラスやっぱり

何の手も打たずに風評のままに任せてい

るというのではなくて、やっぱり積極的

なＰＲをしながら、この風評をはがして

いくというか。逆に言えば、摂津は最近

取り組みがすごいなと、教育に対する情

熱がすごいなというふうな人々の口に言

われるようなぐらい積極的にＰＲをお願
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いしたいと思うんですね。

　例えば、ホームページの公開なんかで

も、まだ各学校はできていませんよね。

他市でいろいろホームページを検索しま

すと、結構進んでいる地域の小学校もあ

ります。だけど、摂津市はなかなか、そ

こまでできてないわけですけどね。これ

を実際にやろうとすると、また学校の負

担が多くなるというふうなことが出てく

るわけですけど、この辺しっかりと調査

をしながら、やっぱり何らかの形で教育

委員会が統括をするとかいう形で、やっ

ぱりホームページによる公開なんかもＰ

Ｒの一つとして、取り組みとしてできる

と思いますので、そういうことも踏まえ

てこの風評を打開して、摂津市の教育は

すぐれているなと、やっぱり子どもを育

てるんやったら摂津市やでと言われるよ

うな、こういう風評と実態とが伴った、

こういう戦略が立てられるように教育委

員会として取り組んでいただくことを要

望させていただきたいと思います。

　それから、３番目の特にゲームに対す

る取り組みについてでございますけども、

先ほど来、今までいただいた答弁と全く

同じような考え方、これは一貫している

といえば一貫しているわけですけども、

何らかのやっぱり、家庭の責任もあると

いうことですが、情報をしっかり教育委

員会が発信をしていただいて、この意識

を、ゲームとか、そういうのをやってい

くと、こんなに影響があるんだというよ

うな意識を改革するような働きかけも教

育委員会としては、一つ考えていただき

たいなと思います。

　学力定着度調査に関連をいたしまして

は、いろいろと問題点が見えてきている

と思うんですね。ゲームだけではなくて、

例えば最初に申しましたけども、朝ご飯

をきちんと取るというような問題もあり

ますでしょうし、また授業以外の面で家

庭と学校と地域が連携をしていくことの

重要さ、そういったことも出てくると思

いますので、こういうところでも一つ一

つ解決していけるような取り組みをお願

いしたいと思います。

　平成２０年までの５年間の継続事業で

すので、この最初に申しました３つの目

的ですね、これに則して毎年しっかりと

調査、査定をして、そして学校とか家庭

の連携の中で摂津市の子どもたちの確か

な学力の定着についてしっかりと取り組

んでいただけるように、地域間格差とか

学校間格差をなくしていけるように、こ

れは学校づくりにしっかり取り組んでい

ただくように要望をしておきます。

　それから、５番目でございますが、こ

の給食の問題ですが、先ほどのご答弁で

はスケジュールを聞いていたんですが、

スケジュールのご答弁がなかったんです

けどね。スケジュールについて、多分、

何か実際に１９年度にいろいろ起こされ

る予定があるようにうかがっております

けども、その辺をもう一度、お聞かせい

ただきたいなと思います。

　それから、先立ってこの給食の問題で

市のＰＴＡ協議会の中でそれが提議をさ

れて大変問題視されたようでございます。

ＰＴＡに何で先に相談がないんだと、こ

ういうような内容だそうでございますけ

ども、子どもたちの教育上、食の安全の

面から大変問題があるんじゃないかとい

うようなことになってくると思うんです

けど。さきにＰＴＡには相談がなかった

というようなことも含めて、ちょっとご

見解を、さきのスケジュールとあわせて、

もう１回、ご答弁をお願いしたいと思い

ます。

　６番目、ドライ化の計画について、先

ほど近年、その次とその次ぐらいまでは
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おっしゃっていただきましたので、これ

は衛生上の面を考えますと、これは早く

全体的にドライ化することが好ましいと、

それは当然、財政的な問題と大きく関係

してきますけども、子どもたちの衛生上

の問題を言いますと、早くドライ化して

いただくことに越したことはないという

ことでございますので、これは計画性を

もってしっかりと取り組みをしていただ

くことを要望をしておきたいと思います。

　防犯ブザーの問題でございますが、先

ほどご答弁いただいて、これはどうもこ

れ以上は、もうできませんというような

答弁のように聞こえたんですけど、家庭

も当然、これは協力をしてやっていくこ

とは当然大事なことでございまして、そ

の家庭の意識をもリードするような思い

を持って、実際に子どもたちが、いざと

いうときに使えるような取り組みといい

ますか、これは当然、実際の小学校にお

けるいろんな訓練とか、そういうことが

主になってくるんだろうと思います。

　それから、学校側から家庭に向けたい

ろんなアクションとか、そういうことが

主になるとは思いますけども、そういう

ことも継続をして行っていただいて、本

当に費用対効果といいますか、渡したこ

とによって、それが抑止力以上に、抑止

力だけじゃなくて、実質上、それが有効

に作用していけるように、これは努力を

していただきたいということですので、

これは要望しておきたいと思います。

　８番目、学校へ行こうプランに関連を

して、クーラーの設置でございますが、

いろいろ検討していく中でということで

ございますが、もともとの統廃合に伴っ

て、今後の教育の課題についての中にも

これもうたってありますけど、平成２０

年が統合でございますし、それ以降、今

度は跡地の問題等々と合わせての検討に

なってくるのかなというふうには思って

いるわけですけど、そういった形で検討

する中には、やっぱり優先課題、優先上、

大変大きな課題の一つとして、これは検

討していただくようにお願いをしておき

たいと思います。

　また、この学校へ行こうプラン自身は、

やっぱり非常に新しい試みとしては画期

的な試みだと思います。私も非常に期待

をしておりますので、これはどんどん充

実させていただけるように、頑張ってい

ただけるように、これはお願いしておき

たいと思います。エールを送っておきた

いと思います。

　それから、９番目の不登校対策につい

てでございますが、２年生、３年生になっ

てふえてくるということについては、こ

れからしっかり調査をしていっていただ

くということになると思います。という

ことで、徹底的にこれはしっかり調査を

していただいて、どういうことが原因に

なっているか。当然、個々にいろいろあ

ると思います。

　だけど、数として大分ありますので、

やっぱり重複しているような問題点も見

えてくると思うんですね。より効果的な

対策というのをしっかりと見きわめてい

ただいて、具体的にそういった対策を打っ

ていただけるように、これはしっかり課

題に取り組んでいただけることを要望と

しておきたいと思います。

　それから、１０番目でございますが、

学校の耐震化でございます。これは、当

然、校舎の方の耐震化もこれは大事なこ

とでございますし、体育館は体育館でま

た大事なことで、両方合わせてこれも財

政の面と相談になるんでしょうけれども、

南海・東南海地震というのは、いつ来て

もおかしくないというふうな段階に入っ

ているということもありますし、市民の
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安全・安心を第一に考えるという意味に

おいては、やっぱりよりスピーディに進

められるように、これは鋭意努力してい

ただくことを要望しておきます。

　それから、１１番目のいじめの問題で

ございますけども、ちょっと先ほどの答

弁は聞いてる趣旨と答弁が、微妙に違う

ような気がしたんですが、それはいろん

ないじめ対策のための加配をしたり、い

ろんなことをしていじめ対策に対する人

的派遣もやりますよという答弁でござい

ましたけど、私が聞いたのは、そういう

担任の教師とか、その教師がそういうい

じめの対策とか子どものことに、ざっと

向き合えるように、その他の雑用を取り

除くための対策を何かしていただけるん

ですかということをお聞きをしたので、

ちょっと違うような気がするんです。

　それはもう答弁は結構ですけども、そ

うしていただくとして、それはしっかり

取り組んでいただいているということで、

今後も引き続きそういうふうな心を持っ

ていただいて現場の先生方に思う存分仕

事をしていただいて、子どもたちに向き

合ってもらうためにという、そういう気

持ちを常に持っていただいて、いろんな

対策をしたりということは考えていただ

きたいと思うんです。

　その上で、学校と地域と家庭と教育委

員会というのは、ほんとにこのいじめに

対して絶対に出さないというふうな思い

に立って、決意に立って取り組みを進め

ていただけることをお願いをしておきま

す。これは要望としておきます。

　１２番目、文化振興計画についてでご

ざいますが、これもしっかりといい中身、

いいものに仕上がっていくように、これ

は１９年度の終わりには計画が策定でき

るというふうな、おおむねそういうこと

でございますので、これはほんとにもと

もと、文化によって摂津市の市民を元気

にしようという、そういうスローガンで

始まっておりますので、しっかりとお取

り組みをいただくことを要望しておきま

す。

　１３番目、地域総合型スポーツクラブ

でございますが、なかなか難しそうです

ね、これね。何とかつくってほしいなと

いう気持ちもある反面、実情を聞いてい

ると難しいなというのは、私もよくわか

ります。

　一つの今までの考え方の中で、どこか

の中学校をモデルとして、そこでやろう

というような考え方もあったようでござ

いますが、なかなか学校開放等があって、

もう既にそういう組織立ての動きが先行

してるというようなことがあって、その

場所を選定することは難しいということ

もあります。しかし、何とか一つ一つこ

の問題解決をしながら実現を目指して頑

張っていただきたいと思うんです。

　今度、新しい施策の中で、例えば吹操

跡地の問題とかいろんなこと、新しい新

規プロジェクトもありますし、そういう

部分と何かセットできないかということ

もいろいろ検討しながら、これはぜひ実

現を目指して取り組んでいただくことを

要望としておきます。

　１４番目、こども会の問題、これもほ

んとに頭の痛い問題だと思います。今後、

少子化が続いていきますと、子どもはど

んどん減るし、経済的には共稼ぎがふえ

てます。やっぱり一人の子どもにかける

教育費が高くなっていまして、塾やいろ

んなところへ行かせたりする家庭が多く

なってますから、その分、共稼ぎがふえ

てるんですね。

　そういう中で今後、こども会をどうい

うふうに存続していくかというのは非常

に問題があると思うんですね。
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　今ちょっとおっしゃっていましたけど

も、例えば組織を縦断をしてこども会を

成立させているような地域もあるという

ようなこともありましたし、また千里丘

なんかは、なくなった地域はどこに入っ

てもいいというふうな取り決めをしてい

ただいて、子どもについてはこども会に

は参加ができるというようなことにはなっ

ています。

　例えば、そういう役員の方もＯＢの人

で行っているような地域もあるようです。

他の市ではね。いろんなことを工夫、ア

ドバイスをしていただいて、これはほん

とに、まず減らさないというのが第一、

よければ一つでも新規にこども会が結成

できるような働きかけができるように、

アドバイスできるように、教育委員会は

鋭意努力していただくことを、これは要

望しておきたいと思います。

　１６番目は、わくわく広場、これはわ

かりました。これは特に人材の確保は大

変だと思います。だけども何とか、やっ

ぱり成功させていただけるように頑張っ

てください。よろしくお願いします。エー

ルを送っておきたいと思います。

　１７番目、千里丘地域の図書施設の建

設についてですが、いよいよ今度、吹田

操車場跡地がいろいろ検討に入ってまい

りますけども、こういったこととあわせ

て、まちづくりの中でセットで考えてい

ただけるように、実施時期について検討

していただけるように、これは要望とし

ておきます。

　１８番目でございますが、子ども読書

推進計画ですが、５年間の計画というこ

とでございますので、どうかこの計画が

本当に実施できるように、一つ一つ実施

できるように目標を立てて、しっかりと

取り組みを進めていただくことを要望し

ておきたいと思います。１点だけ。

○嶋野委員長　北野参事。

○北野学務課参事　学校給食の民間委託

につきましての今後のスケジュール、そ

れとＰＴＡ協議会の中での議論で、ＰＴ

Ａの方に相談がないということについて

お答えさせていただきます。

　具体的なスケジュールでございますが、

今回、１月１０日に職員組合に対して申

し入れを行いました。このことでスター

トラインに立ったというふうに、我々は

考えております。

　今後、先ほども答弁いたしました事務

局の基本的な考え方でもって、職員組合、

あとＰＴＡ等につきましては、学校給食

会という組織がございます。学校給食会

の構成員は、小学校長、給食担当教員、

ＰＴＡ協議会より推薦された者、学校栄

養士、事務局職員、学校事務職員、給食

調理員、給食にかかわります関係各者が

入っております。

　この中でそれぞれ委員会がございます

が、臨時の民間委託にかかわります、そ

の臨時の委員会を設けたいなというふう

に考えております。

　職員組合との協議と並行しまして、こ

の学校給食会において調理業務の民間委

託に対する協議を進めてまいりたいとい

うふうに考えております。

　協議は、できるだけ我々としては速や

かに整うよう運んでまいりたいというふ

うに考えておりまして、協議が整い次第、

本年度の補正予算、早い時期での補正予

算をお願いし、債務負担行為を設定させ

ていただきまして、１９年度中に業者と

契約し、２０年度から速やかに実施して

まいりたいというふうに考えております。

○嶋野委員長　羽原部長。

○羽原教育総務部長　教育委員会で学校

給食につきましては、やはりできるだけ

質のいい給食を、なおかつ子どもたちが
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安心して食べられる給食を安定的に供給

すると、これは何度も申し上げておりま

すように学校給食を運営し、提供してい

く上では教育委員会としての基本的な責

任というふうに考えております。

　今回の委託につきましても、やはりそ

このところを一定確保していくというこ

とも目的の一つとして、私どもは委託に

ついて考えていこうということで思って

おるわけでございます。

　その辺をあいまいにする気は、もちろ

んこれは毛頭ありませんので、そこはき

ちんと確保できる方策を今後、組合とも

協議をし、もちろん必要であればＰＴＡ

の方にもいろんなご意見を伺いながら進

めてまいりたいなというふうには考えて

おります。

　学校給食会という組織がございますの

で、それぞれＰＴＡなり、学校なり、調

理員なり代表者が出て議論をする組織と

してありますので、基本的にはそこで一

定の議論もしていただく必要があります

し、各それぞれ対象となる学校が絞り込

めましたら、それは必要であれば、また

その学校の方に出向いてでもご説明する

ような機会も設けてご理解を得るように

努めてまいりたいとなというふうに思っ

ております。

○嶋野委員長　藤浦委員。

○藤浦委員　先ほどからご答弁をいただ

いてまして、まず職員組合との交渉が先

だというふうにおっしゃっておりますけ

ど、そうなのかもしれません。ただ、やっ

ぱり当事者となります学校にとっては、

これから１年間、２０年度から実施とい

うことになりますと大変なことになると

予想されますね、これは。

　だから、そういうことにおいて、ほん

とに納得してもらって、これを進めると

いうことが一番大事なことでありまして、

関係者の方もありますが、まずはやっぱ

り保護者、子ども、学校にやっぱり納得

をしてもらうということが大事だと思う

んです、一番ね。そのことだけは絶対、

この抜かりなくというか、十分に配慮を

していただいて、やっていただくという

ことを強く要望させていただいて私の質

問を終わります。

○嶋野委員長　暫時、休憩します。

（午後１時５７分　休憩）

（午後１時５８分　再開）

○嶋野委員長　再開します。

　森西委員。

○森西委員　本来でしたら多くの質問を

したいんですけれども、立場上、監査と

いうことで、数字的な部分は控えさせて

いただいて、数点質問をさせていただき

たいと思います。数字的な部分は、また

違う立場の上で質問をさせていただきた

いと思いますので。

　それでは、予算概要の１１１ページの

先ほどからも出ておりますが、学力定着

度調査事業ですけれども、決算の委員会

のときに私も質問をさせていただいて、

公開をするべきではないかというような

お話をさせていただいたんですけども、

先日、これ２月２１日の読売新聞の記事

なんですけれども、枚方市が２月２０日

に全市立小・中学校を対象に毎年行う学

力診断テストの学校別成績を公開するこ

とを決めたと。

　従来は、学校がランクづけされるとし

て公開していなかったが、非公開決定の

取り消しを求める訴訟を起こされ、一審・

二審で敗訴、勝訴の見込みがないという

ことで上告を断念されたということです

けれども、枚方の市民の方が学校間で極

端な学力の差が生じていないか検討する

として２００３年度、２００４年度、両

年度の中学校別成績の公開を請求したが、
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いずれも非公開とされ、２００５年１１

月に大阪地裁に提訴をしたと。

　訴訟では、学校別成績の公開が学校の

序列化につながり、児童・生徒の学習意

欲の低下を招くかどうかが争点。昨年８

月の一審判決は、テストは学習の到達度

を児童・生徒や保護者に明らかにし、目

標を示して意欲を引き出すことが目的で、

その趣旨が市民に正しく理解されれば、

学校が序列化されることはないと判断し、

公開を命じた。

　ことし１月の大阪高裁判決は、一審判

決を支持し、枚方市の公訴を棄却したと

いうような新聞記事が書かれておるんで

すけれども、こういうふうな結果が出た

上で摂津市としては、今後どういうふう

な形をとられていくのかお聞かせをいた

だけますでしょうか。

　それと、先ほどからも藤浦委員も、そ

して先日の代表質問の中で嶋野委員長も

摂津の学力レベルは低いと、教育をよく

してほしいというような風評をよく聞く

というような、先ほどもありましたけれ

ども、いろいろな声を聞いた上で教育委

員会としては、そういうふうな風評が出

ておると。

　また、こういうふうな場で質問等、話

があるということで、教育委員会の受け

とめ方は、どういうふうな受けとめ方を

されておられるのか。それは、証拠がな

いからというようなことをおっしゃるの

か。風評だからというようなことをおっ

しゃるのか、その点、どのように考えて

おられるのかお聞かせをいただけますか。

　学力定着ということで、学力というこ

とが先行されてますけれども、やはり学

力だけでなく、本来は文武両道が望まし

いというところで、学力定着度の調査と

いうのがありますけれども体力の部分で

すね。体力の調査というのは、どのよう

になっておりますでしょうか。

　先日、マスコミで１２歳の小学生と１

５歳か１７歳でしたか、ちょっとうろ覚

えなんですけれども、短距離と持久走、

それの調査を何年か前と比べて、そした

ら今の１５歳か１７歳、その年齢の生徒

が何年か前の小学生、１２歳の児童の持

久走のタイムよりも遅いというような結

果がマスコミで報道されてたんですけれ

ども、どう考えても中学生、高校生が小

学生と持久走を走ってタイムが遅くなる

ということは、私はこれ信じられないん

ですけれども、今、この世の中ですから

実際そういうふうな結果として出てるん

でしょうけれども、その点、摂津市とし

ては、その点はどのようになっておるの

かですね。

　体力向上というのは、これは学生、児

童・生徒にとっては体力を向上させると

いうのは、これは教育の一環であろうと

いうふうに思いますので、それがかつて

の年齢の人よりも数字的に低くなってい

るというようなこの世の中というのをど

のように考えておられるのかお答えいた

だけますでしょうか。

　それと、その上の進路保障対策事業で

すけれども、全日制の鳥飼高校と茨木東

高校が統合になりまして、普通科の総合

選択で北摂つばさ高校、それが今回、初

めて受験がなされたということで北摂つ

ばさ高校は前期試験。全日制の普通科の

場合は、後期試験ということで、北摂つ

ばさ高校は今回、倍率が１．９を超えて

たというふうなことで、かなりの高倍率

であるというところで、そしてまた今回、

学区が旧の第一学区と第二学区が統合さ

れて新しく第一学区というような形になっ

たんですけれども、どのような影響が生

じているのか。

　摂津の子どもが旧の第一学区に行くと
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いうような、そういうふうな状況がある

のか。旧の第二学区の中でおさまってお

るのかですね。その反対に、旧の第一学

区から第二学区の方に、そういうふうな

子がいてるのか。今現実的には、公立高

校の後期の試験の中間の集計が出たとこ

ろですから、なかなかこれ、今、集計中

というところで難しい部分があろうとは

思いますけれども、今の現段階で把握が

できているのか、できていないのか、そ

の点をお聞かせいただけますか。

　先日の代表質問の中で何人かの方が質

問されてたんですけれども、安威川以北

と安威川以南との交通格差というような

お話をされてたんですけれども、交通格

差によって、それは教育格差も生じてお

るんではないかなというふうに思うんで

す。

　住むところによって、学校の行ける範

囲というのが限られてくるんではないか。

千里丘駅、正雀駅の近辺に住まれておら

れる子どもさんは、例えば１時間で、ど

こまでの範囲の学校に行けるのか。京都・

神戸まで時間的なもんで行けるというよ

うな学校の選択の範囲が、かなり広いと

いうような形になろうと思うんですけれ

ども、安威川以南に住んでおられる子ど

もさん、生徒さんは、例えば１時間でど

この学校まで行けるのか。それを考える

と、学校の行ける範囲の選択自体が少な

くなってるんではないかというふうに思

うんですけれども、その中で今、鳥飼高

校の約４割ぐらいは授業料減免を受けて

るというようなことで、生活が苦しいと

いいますか、減免を受けなければならな

い所得の保護者の階層の方が多く鳥飼高

校に行かれているというのが現実であろ

うと思うんですけれども、その中でそし

たら私立に行けるのか。公立高校で授業

料減免を受けている家庭の子が、そした

ら私立に行けることが可能なのかという

と、やっぱりその辺が難しいと思うんで

す。公立高校であると。安威川以南の中

で、そしたら公立高校に行ける範囲がど

こであるのか。第一学区と第二学区が統

合になりましたけれども、そしたら大阪

府の教育委員会の方では、別に箕面も行

けますよと。西淀川も行けますよと。と

いうようなことなんですけれども、現実

的には実際に行けるのかというようなと

ころがありますので、その点、一学区と

二学区が統合になったことで、どのよう

な影響が生じているのか。もしくは、今

後影響が生じてこないのか、わかる範囲

で結構ですけれどもお答えをいただけま

すでしょうか。

　私は、鳥飼高校というのは、この地域

にとっては、摂津にとっては必要な高校

であろうというふうに思うんですけれど

も、現実的に今まで千里丘に住まわれて

いる方、正雀に住まわれている方が実際

に摂津の鳥飼の端に足を運ぶ機会という

のが、鳥飼高校があったから運んでたと

いうのも現実的にあろうと思うんです。

　そしたら、鳥飼高校がなくなると、千

里丘、正雀の方が、そしたら鳥飼の端に

足を運ぶというようなことが現実に生じ

てくるかというと、なかなかこれは生じ

てこないというふうなことであろうと思

うんですけれども、そう考えると行政の

仕事というのは、みんな駅に向かって通

勤・通学で人の足というのは向かいます

けれども、行政の仕事というのは、また

一つ、その反対に向ける足をつくるとい

うのも地域の平等というのを考えると、

一つであろうというふうに思うんですが、

そう考えると今後、鳥飼高校があと２年

でなくなるというような状況の中で教育

委員会としては、鳥飼高校がなくなった

あと、これは大阪府の教育委員会ですけ
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れども、大阪府教育委員会に対してどの

ように働きかけをしていくのか、してい

かないのか。

　実際のところ、鳥飼高校というのは正

門だけが摂津市で、ほとんどが高槻市の

上に建ってるわけですね。そしたら、摂

津市、高槻市に買ってくださいよと、払

い下げしますよというようなことになっ

てくると、高槻市がほとんどですから摂

津は声を出せないというようなことも生

じてくるというのが、なきにしもあらず

だと思うんです。

　その場合には、大阪府の方で何らかの

政策、事業を展開をしていただくという

ような方向で進むのか。もしくは、国の

方で何か違う政策、もしくはあれだけの

有効地がありますので、有効利用してい

ただけるような形を府、国、もしくは高

槻と摂津で共同で何らかのことをするの

か。今の段階では、なかなか難しいと思

いますけれども、摂津の教育委員会とし

ては、これからどういうふうに進めてい

こうというふうに考えておられるのかお

聞かせをいただけますか。

　以上の点です。よろしくお願いします。

○嶋野委員長　暫時、休憩します。

（午後２時１０分　休憩）

（午後２時１１分　再開）

○嶋野委員長　再開します。

　では、まず学力定着度のことで、結果

は公開されるべきじゃないかということ

なんですけれども。

　暫時、休憩します。

（午後２時１２分　休憩）

（午後２時１３分　再開）

○嶋野委員長　再開します。

　大路参事。

○大路教育総務部参事　それでは、まず

学力定着度の枚方市の学校別の成績の公

開のことについて、摂津市はどうかとい

うことについてお答えをさせていただき

ます。

　私どもの市で実施しております摂津市

学力定着度調査、これにつきましては１

６年度から実施をする折に、この情報公

開の問題につきましては、先ほど枚方市

の教育委員会も述べられているように思

うんですけれども、学校間の格差等、そ

の学校別のデータの公表が過度の競争等

につながる可能性があるということで公

開をしないということとして現在も対応

をしてまいっております。

　これにつきましては、毎年度、この学

力定着度調査を実施するに当たり、保護

者の皆様にもそういった趣旨の内容の説

明、場合によっては文書等でするように

ということで、ちょっと読ませていただ

きますと、なお調査結果については摂津

市教育委員会が一括して処理することと

なっており、摂津市全体の結果のみ公表

され、学校ごと、個人ごとの結果は公表

されないこととなっております。ご理解

を賜りますようお願いいたしますという

形でのぞんでおりますので、今後もその

ような姿勢でのぞんでいくということで

考えておるところでございます。

　それから、学力等の摂津市の学力が不

足云々というようなことについて、教育

委員会というよりも私どもの課としての

考え方としては、学力調査をしたときも

そうですけれども、これはやはりある限

られた部分だけの学力ということでござ

いますので、トータルにその子どもの学

力ということについては、やはりさまざ

まな観点から、その子ども自身の学力を

とらえる必要があるということからも、

その調査だけを例えば学校ごとの集計を

した形を公表するということについては、

適切でないというふうに考えております。

　また、学校教育の目標そのものが、こ
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れは私どもの教育方針、またこれは大阪

府、文部科学省も含めてそうですが、生

きる力をつける教育ということで、確か

な学力、それから豊かな心、健やかな体

のバランスのとれた教育を保障するとい

うことからも、そういったバランスの取

れた子どもたちの育成ということで摂津

市の教育委員会の方として考えておると

ころでございます。

　それから、体力等のことについては、

毎年、国の方の調査に市の各学校で抽出

の形で調査をしておりますので、摂津市

だけが摂津市の子どもたちの状況を把握

するという形はとってございません。で

すから、毎年度その抽出をした形での子

どもの体力のありようが公表をされると

いうことでございます。

　先ほどちょっとご指摘のありました新

聞等の記事については、私の方はちょっ

と十分存じ上げてないところがあります

ので、ちょっと答弁については控えさせ

ていただきたいというふうに考えており

ます。

　それから、鳥飼高校の募集停止等によ

る進路のことでございますが、この旧の

第二学区から第一学区の方ですね。今回

の進路で、そちらの受験を希望されてい

るのというのは３名というふうに聞いて

おるところでございます。きょうが締め

切りということですので、あくまでこれ

は希望調査の段階ということでご理解を

お願いをします。

　それから、進路指導全般につきまして

は、今も申しましたように結果も含めて

今年度の状況を十分に見きわめながら摂

津市の教育委員会としての方向も考えて

いかなければならないところでございま

すが、現在までこの北摂つばさ高校等の

前期入試も含めて各学校の方では、丁寧

な進路指導をしていただきながら、結果

としては北摂つばさ高校が先ほど申され

ましたように競争率が１．９８倍という

ことでございますので、残念ながら不合

格になった子どもたちについても後期入

試の中で一人一人の進路希望がかなうよ

う現在も各学校が進路指導に取り組んで

おるところでございます。

○嶋野委員長　羽原部長。

○羽原教育総務部長　鳥飼高校の跡地の

利用ということでございますが、これは

やはり府立高校でございますので、私ど

もがどうこうということは、今現在は直

接にはできないと思います。

　ただ、大阪府の方で一定の計画をお立

てになる段階で、摂津の市長部局とも協

議をしながら言えるタイミングがあれば、

しかるべき時期にお願いできるものであ

ればお願いしていきたいなと。全く、案

としてはまとまっておりませんので、今

後の問題かというふうには思っておりま

す。

○嶋野委員長　森西委員。

○森西委員　学力定着度調査の部分は、

公開しないということですけれども、実

際に枚方の方でこういうふうなことが生

じてますので、仮に摂津市でこういうふ

うなことが起こるということになってく

ると、裁判官によって判断というのは違

うのかもわからないですけれども、枚方

の方はこれは勝訴の見込みがないという

ことで上告を断念されておるということ

ですので、この新聞にも書いてるんです

が、今後、公開する自治体がふえる可能

性があるというようなことが書かれてま

すので、そういうふうな部分、さまざま

な要因を考えていただいて、公開にする

か非公開にするかとか、それは慎重に考

えていただきたいというふうに思います。

　私自身は、公開をすべきであるという

ふうに考えておりますし、公開をしてい
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ただかなければ、ここにいる文教委員も

助言、アドバイスができないというよう

な状況ですし、何の問題資料もないと、

今、この場ではいろいろなさまざまな問

題点等は聞いてますけれども、わからな

い部分も多くありますので、そういうふ

うな部分もぜひとも考えていただきたい

というふうに思いますので、よろしくお

願いいたします。

　それと、次にその風評の教育委員会の

受けとめ方ということですけれども、実

際にそういうふうな風評で摂津市以外の

方が、そういうような摂津の教育が悪い

というような、そういうふうな風評が出

てますと、やはり摂津市で子どもを育て

ようというふうなことには、なかなかな

らないのが現状であろうというふうに思

いますので、それをいかに摂津の教育は

いいんだと。ほかの市町村より変わらな

いんだというようなことを、どういうふ

うにＰＲをしていくかというところだと

思うんですけれども、その点、ＰＲをど

ういうふうにしていくかというのは考え

ておられますでしょうか。

　今のままでしたら、ただ風評が、そう

いうふうなことが生じてると。風評があっ

て、ただそれだけが、風評がずっとひと

り歩きをしているような状態ですので、

その風評をとめるような何らかの対策を

考えておれるのか、その点、お聞かせい

ただけますでしょうか。

　それと、体力調査の分なんですけれど

も、市の部分を抽出して、それで出され

ているということですけれども、例えば

摂津市として何年か前の生徒・児童と比

べて、今の生徒・児童の体力というのは、

現実的にどのようになっているんでしょ

うか。それは、国の数字として悪くなっ

ているというような形になっているのか。

国と一緒で悪くなっているのか。摂津市

は、そういうふうな体力は悪くなってな

いよというようなことであるのか、その

点、お聞かせいただけますでしょうか。

　それと、続いて進路についてなんです

けれども、一番の問題は進路に失敗して

高校に行けずに、さらに働かないという

子が問題でありまして、第一学区全体の

中では定員を定めて、そういうふうな子

がないように考えられてはいるんでしょ

うけれども、それが第一学区の中で集中

して、例えば、高校に行けない、働かな

いという子が摂津に集中をすると、それ

はやはり問題でありますので、全体の学

区の中では１００％、高校に行くという

のがそれは理想ですけれども、毎年何％

の子というのがやはり、そういうふうに

高校に行けない子は、必ず出てきてます

ので、その子が摂津市に集中するという

ことは、これは大きな問題になりますの

で、そういうふうなことがないように、

今、きょうが締め切りということですけ

れども、今後二次というような、私学の

二次というような部分もありますので、

ただやっぱり生活に困っておられる方で

私立に入れないというような方ですと私

立の二次があっても、なかなかそこを受

けることができないというようなことも

生じてきますので、摂津市としてよい結

果が出ない場合は、どういうふうな対策

をとられるのか、その点、お聞かせをい

ただけますでしょうか。

　鳥飼高校が統合になって、跡地になっ

た場合に、その点はぜひとも市長部局と

相談していただいて、検討していただき

ますようによろしくお願いしたいという

ふうに思いますが、実際のところ高槻南

高校は今のところ統廃合になりまして、

そのままほったらかし状態のままです。

今で２年になるんですかね。来年の予算

で上がってきてなければ３年、ほったら
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かし状態になるというような状態ですの

で、鳥飼高校の跡地の部分が何年もほっ

たらかし状態にならないように早急に、

今の段階からやはり話とか、今後どうい

うふうにしていくのかというようなこと

を考えていかないといけないというふう

に思うんです。

　生徒が、すべておらなくなってから、

それから考えると、やはり時間がかかっ

てきますので、今の段階から今後どうい

うふうにするのかというふうな部分もぜ

ひとも考えていただきたいというふうに

思いますし、摂津全体のまちづくりの中

でのあの部分をどういうふうに利用する

のか、利用しないのかによって総合計画

自体も変わってくるでしょうし、その点

はぜひとも今から市長部局の方と相談を

していただきたいというふうに思います

ので、よろしくお願いします。以上です。

○嶋野委員長　それでは、答弁をいただ

きます。

　大路参事。

○大路教育総務部参事　それでは、２回

目のご質問に答弁をさせていただきます。

　まず、摂津市の子どもたちの体力の調

査の問題なんですが、先ほども答弁させ

ていただきましたように抽出で全国調査

としての結果が出てきますので、大阪府

の段階の集約という形では、全国と大阪

府の比較という形での資料は出ておりま

すが、摂津市の子どもたちの調査という

ことで、そういう形はとっておりません

ので、摂津市の子どもたちの体力が過去

と今とという形での、直接比較は調査の

内容から現時点ではちょっと無理という

ふうに考えておるところでございます。

　それから、２点目に、いわゆる高校へ

の進路指導の問題でございますが、委員

ご指摘いただきましたように今年度、ま

だ現在進行中ということで、仮定として、

そのときということについてはちょっと

お答えがなかなか難しいんですが、北摂

つばさ高校ができることによって、ご存

じのように第一学区では摂津高校を含め

て８クラスのクラス増を府の教育委員会

の方がこの第一学区の中で定員というこ

とでは確保しておりますが、またその後

の指導も丁寧な指導で子どもたちが自分

の進路をやはり望ましい形でできるよう

に全力を挙げたいというところでござい

ます。

○嶋野委員長　和島教育長。

○和島教育長　今のご質問の中で摂津市

の教育云々の風評があるというようなこ

とですけども、教育委員会としまして、

私、教育長として、大変遺憾に思ってお

ります。

　それで、摂津の教育は決してよそと劣っ

ているとは思っておりません。ただ、学

力の問題を言われましたら、学力という

のはどういうふうに定義するんだという

議論まで出てまいります。そういうこと

も含めて議論していかなければならない。

　今、私は摂津市で学ぶ児童・生徒、多

くの子どもたち、課題を持っている子も

おりますけれども元気でやっていると思っ

ております。

　それで、私はやはり学校教育の目指す

姿というのは、これまでも何度もお答え

いたしておりますけれども、やはり子ど

もたちがみずから学ぶ意欲、そしてみず

から考えて課題を解決する力、それは先

ほども課長が生きる力と言ってましたけ

れども、その生きる力を育てることだと

思っています。その生きる力は、やはり

そこへ出てくるのが、１つには確かな学

力という問題があります。これは、基礎・

基本の問題もあります。それだけじゃな

くて、やっぱり教育というのは、もう１

つは豊かな人間性、それがなければだめ
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です。そして、今、ご質問にもありまし

た生き抜く健康・体力、その３つに支え

られたものが私は生きる力だと思ってま

す。

　それで、多分、ご質問の中でおっしゃ

りたかったのは最初の確かな学力という

部分で、今、大きな議論を呼んでます。

その中で摂津市の学校教育も今、一つ問

題になっているのは、やはりよそもそう

です。これは同じ傾向ですけども、ふた

こぶラクダと言われますけども、できる

子どもと、もう一つできない子、その格

差が物すごい出てきてる。間が物すごい

へっ込んでるというようなことがありま

すから、そういうことをこれからもう一

度、その下の方にいるこぶの子どもたち

を少しでも上げるために各学校では努力

してるわけです。

　ですから、先ほど習熟度別授業の話も

午前中の議論の中に出ておりましたけれ

ども、習熟度とかいろんな指導、個に応

じたきめ細やかな指導方法のために各学

校、１２小学校、５中学校が、それぞれ

に努力しているのが現状です。そういう

ことを私はご理解いただきたいと思いま

す。

　その一つの取り組み、平成１５年から

始まってまいりましたけれども、１６年、

１７年、１８年、ことし先般４回目でし

たか、教育改革フォーラム、そういうこ

とも各市に発信して、摂津市だけじゃな

くて発信してやってきておりますので、

そういうＰＲといいますか、やはり摂津

の教育はこういうふうにやってるんだと

いうことは冊子にも出しておりますし、

いろんなところで発信してるというふう

に思っております。そういうことであり

ますので、本当に各学校、三島地区を中

心によそからも多くの先生方が来られた

公開授業とか研究授業を公開したり、い

ろんなことをやっておりますので、ぜひ

ごらんになっていただいて、摂津の教育

を知っていただいて、それをぜひよその

方にも摂津もここまでやっているんだと

いうことをむしろＰＲしていただきたい

なと、そのように思っております。

　私は、教育委員会としては、そういう

風評というのは払拭しなければならない

し、もしあるとすれば大変遺憾に思って

いるというのが私の認識です。

○嶋野委員長　森西委員。

○森西委員　教育長から強いお言葉をちょ

うだいしたんですけれども、ここにおら

れる議員もそうですし、やっぱり摂津市

民もそうですけれども、自分の住んでい

るところの地域の教育が悪いと言われて

うれしい人は、だれ一人それはいてない

わけですから、住んでるところの地域の

教育はすばらしいと。教育がすばらしい

ということは、そこの組織である教育委

員会はすばらしいということになってき

ますので、私も機会を見てＰＲというよ

うな部分もさせていただきますので、こ

れは一人二人でできるもんじゃありませ

んし、摂津市全体でそういうふうなＰＲ

を進めていかなければならないことであ

ろうというふうに思いますので、ともに

そういうふうな摂津市の教育は悪くはな

いんだというようなことでのＰＲをとも

にしていこうというようなことで私から

も皆さんにお願いをしたいというふうに

思っております。

　それともう１点、体力の調査の部分な

んですけれども、市としてのデータがな

いというようなことですけれども、先ほ

どからもいろいろとゲームの話があった

り、外で遊ぶ機会がやはり少なくなって

いると。生きる力というようなことで教

育長おっしゃいましたけれども、データ

がないと実際に生きる力が育ってるのか
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育ってないのかわからないという部分が

あろうと思うんです。

　昨今、ゲームで家の中にずっと閉じこ

もったりというような部分で、体力が落

ちておるのか落ちておらないのか。実際

に家の中にずっとおったら、体力は落ち

ておるだろうというようなことですけれ

ども、恐らくそれは憶測の話になろうと

思いますので、ぜひともこれからはデー

タを集めていただいて、やはり体力向上

を目指して頑張っていただきたいという

ふうに思いますので、その点だけは要望

とさせていただきます。以上でございま

す。

○嶋野委員長　ほかに質疑ございません

か。

　石橋委員。

○石橋委員　確認の意味でもう一度、お

聞きしたい点があります。

　先ほどから摂津の学力の風評等、また

不動産業界等からいろいろそういう風評

が立ってるというふうに委員の皆さんが

おっしゃっておるんですが、私、委員と

して、私、他市にもいろんな方の知り合

いがおります。また、そういういろんな

方、北摂を含めて、それ以外にもいろん

な知り合いの方がおります。私、委員と

してそういうことは聞いたことがないで

す。私は、逆に和島教育長がリーダーシッ

プを取って、和島教育長と同じ時期ぐら

いに私も委員にならせてもらったかと思

うんですが、その間、ずっとご一緒させ

ていただいておるんですが、和島教育長

を初め、摂津の教育委員会はリーダーシッ

プをとって、過去にはそら確かにそうい

うことがあったかもわかりませんが、きょ

う現在、そういう風評は、私は一切聞い

たことがないです。なぜかなというふう

に私は思っております。

　また、就学前に転出される要因は、私

はほかに要因があると。何も学力云々と

いう要因では決してないと、ほかに要因

があると。それは、また別のところで、

また発言させていただきたいと思います。

　それで、この間も話をしておったんで

すが、ある作詞家の方と話をしておった

んですが、学力学力と言うんでなしに、

１７歳でプロの作曲家が誕生したと。そ

れは、私がある学校で教えてきて、そう

いうすばらしい才能をもった子どもを発

掘したというふうに言うお話を聞いたこ

とがあります。

　やはり、学力のみでなく、先ほど教育

長もお話しされてましたように、ゆとり

のある教育の中で、そういう１７歳でプ

ロとして、プロということは、これはギャ

ラがもらえるわけですね。すばらしい才

能の持ち主を発掘したという例を聞いた

ことがあります。

　もう一度、教育長から先ほど摂津の教

育委員会として遺憾やという力強いご回

答、ご答弁をお聞きさせてもらいました

んで、もう一度、確認の意味で教育長、

もっと胸を張ってご答弁をいただきたい。

　私は、決してそういう摂津の教育では

ないと、教育長、教育委員会を初め、現

場の教職員の方、お一人お一人が摂津の

教育のために全力で日々努力していただ

いておるというふうに私は確信いたして

おります。教育長、もう一度、力強い、

胸を張って堂々とお答えいただきたいと、

よろしくお願いします。

○嶋野委員長　それでは、胸を張って答

弁いただきたいと思います。

　和島教育長。

○和島教育長　摂津の教育ですね。先ほ

どもご答弁させていただきましたように、

教育委員会事務局はもとより、学校現場

を支援しながら摂津の子どもたちが、本

当に生きる力をはぐくむように取り組ん
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でおりますし、今後も取り組んでいきた

いと思っております。そのことが、やは

りこれから子どもたちが社会に出ていっ

たときに、ほんとに自分に自信を持って

生き抜く力になってくるんじゃないかな

と思ってますので、頑張ってまいりたい

と思います。

○嶋野委員長　ほかに質疑ございません

か。

　山本善信委員。

○山本善信委員　それでは、予算書に沿っ

て端的にご質問申し上げたいと思います。

　まず、１９８ページの小学校費、それ

から２０４ページの中学校費、それから

２２１ページの図書館費、あるいは２２

４ページの体育施設費、これのそのペー

ジ数、それぞれの項目のところに土地借

上料というのが１，５２５万８，０００

円とか、８万８，０００円とか、７２万

円とか、１，００８万８，０００円等が

ございますけれども、これについて具体

的に積算根拠なり、何がどうなって、ど

の面積がこの借上料になっているのかと

いう、その数字が予算化された根拠につ

いて詳しく聞かせていただきたいという

ふうに思います。４つありますから、そ

れが４点ですね。

　それから、次に国旗・国歌の問題でご

ざいますけれども、ずっと今までも指導

をされて現場でいろいろと今日まで推移

してまいりました。新しい年度に向かっ

て、どういう形で指導がなされようとす

るのか。先日の本会議で、この問題につ

いて議論され、教育長の方から一定の、

一言で言えば指導要領に基づいて進めて

いるという話があったように承知してい

るわけですけれども、もう一度、この機

会にいろいろお聞かせいただきたいと思

いますが、どのような指導がなされよう

とするのかということです、それが１点。

　それから、具体的に入学式とか卒業式

でいろいろと毎年表面的なこととして、

いろいろ問題になるわけですが、私が承

知しているのは三宅小学校だけしかわか

りませんけれども、ほかの市内の１２小

学校、５中学校、これについて国歌を斉

唱するときに校長先生がテープのボタン

を押してやられる。

　ところが、校歌になりますと、ちゃん

とピアノ伴奏がついて、それも学校の生

徒にピアノ伴奏をさせて、それで歌うと

いうことになっている。この違いがなぜ

出てくるのかと。どういう指導のもとに、

そういうことになるのかということで、

その具体的な話として教育委員会として、

どういうふうなことを指導しておられる

るのかということを聞かせていただきた

い。

　今もちょっと申しましたけれども、１

２小学校、５中学校、すべて同じやり方

でということになっているのかどうか、

そういう点について、お聞かせいただき

たいと思います。

　これからの新しい年度、もう卒業式は

もうすぐですけれども、また入学式があ

りますけれども、その入学式から、どう

いうふうな形で、今までのような形でこ

とが済まされるのか。あるいは、また別

のことでもう少し徹底されるのかという

ことを聞かせていただきたいと思います。

　それから、午前中からもいろいろ論議

がありましたけれども、ちょっと確認の

意味で耐震化の問題について、朝からの

議論の中でいろいろと聞かせていただい

て、それで今まで２校という形で進めて

きて、あるいは１校にして、あるいはま

た１校を集中的に１校の全施設を耐震化

するということを続けていくという形に

なるわけですが、ずっと今までの方針か

らしますと、毎年計画的に進めてこられ
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ながら、これから先について若干、多少

方針が変わってるわけですよね。

　ですけれども、１９年度からについて、

仮に今のこれからやろうとする方法で進

められたとして全校きちんと耐震化がで

きるのは、いつの時点で、どういう形な

のかということを、目標とはっきりした

年次、それをちょっと聞かせていただき

たいと思います。

　それからもう１点、これも朝から議論

になっていることですけれども、わくわ

く広場の問題です。これを要は放課後の

子どもたちの居場所づくり、今は週に１

回ということでございますけれども、こ

れをやはりもっと密にわくわく広場を開

催して、地域の皆さんの協力も得て、こ

とを進めていくんだということですけれ

ども、朝からの議論にもありますように

藤浦委員からもご指摘がありましたよう

に、この人材をお願いするのが非常に限

られてくるというか、非常に難しくなっ

てくるんやないかというふうなことを考

えてるわけですね。それについての具体

的な、こうして協力を求めるんだという

ことで具体的に、だれとだれと、どの形

で来ていただくんだという形が、ただ今

の状態でしたら募集して来ていただいた

らということで漠然としていると思うん

ですね。

　特に受付員のときにも校区に偏って人

が多かったり少なかったりというような

形で、非常にアンバランスになって、あっ

ちの人にこっちへ来てもらったらという

ことで、少ないところへ移動してもらっ

たりして一応のおさまりをつけたという

ことなんですけれども、その辺の見通し

をしっかり持っていただくことと、それ

からこれに対するボランティアというこ

とはあくまでボランティアなんでしょう

けれども、そういうことで済むのかどう

か、そういったことも含めて今の教育委

員会としての考え方を聞かせていただき

たいということです。以上です。

○嶋野委員長　高田参事。

○高田市民図書館参事　まず、２２１ペー

ジの図書館管理費の使用料及び賃借料の

うちで鳥飼図書センターの駐車場借上料

でございます。一画が１２平米で６０平

米、月額１万２，０００円の５台分で６

万円の１２か月分で７２万円の計上をさ

せていただいております。

　駐車場名は、西鳥飼駐車場の一部を借

り上げておるわけでございます。よろし

くお願いします。

○嶋野委員長　馬場次長。

○馬場教育総務部次長　私どもが所管い

たしております小・中学校の土地の借上

料の算定の考え方について、ご説明を申

し上げます。

　借地料につきまして、まず民間の土地

を借りる場合は、予算取りといたしまし

ては前年の賃料の５％アップ、それプラ

ス税金につきましては、新年度新たに算

出するということで、１８年度の税額を

そのまま計上した、その金額について予

算計上いたしております。

○嶋野委員長　中岡次長。

○中岡生涯学習部次長　私どもの担当し

ております体育施設費の件でございます。

これは、味生体育館の用地でございまし

て、現在は面積が２，６５３．９８平米

をお借りしておりまして、月単価２５３．

４円、これを掛け算しまして、プラス固

定資産税相当額も上乗せいたしまして、

この金額になっております。

○嶋野委員長　大路参事。

○大路教育総務部参事　それでは、入学

式の国旗・国歌の問題につきましてご答

弁申し上げます。

　この件につきましては、代表質問の中
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でもお答えさせていただきましたように、

児童・生徒に国際社会に生きる日本人と

しての自覚を養い、国を愛する心を育て

るとともに、すべての国の国旗及び国歌

に対して敬意を表する態度を育てる観点

から国旗・国歌について理解を深め、入

学式や卒業式における国旗掲揚及び国歌

斉唱について、指導要領に基づいて適切

に実施するよう、学校長を指導している

ところでございます。

　ご質問の国歌斉唱時のテープにつきま

しては、市内小学校１２校、５中学校と

もテープによる演奏と把握をしておると

ころでございます。

○嶋野委員長　岩見参事。

○岩見総務課参事　耐震の今後の計画と

いうことでのご質問にお答えをさせてい

ただきます。

　第３次５か年計画におきまして、平成

１８年から２２年まででございますが、

小・中学校を合わせまして一応、９校を

予定しておりました。

　１８年度につきましては、鳥飼西小学

校の北館が完了して、まだ南館が残って

おるところでございますけれども、１９

年度につきましては柳田小学校を予定し

ております。２０年度から２２年度まで、

残る学校７校を予定しておりまして、２

３年度以降は４校を予定しているところ

でございます。

　ただし、この中にこれとは以外に鳥飼

北小学校、鳥飼東小学校及び第５中学校

につきましては５７年以降の建物でござ

いますので耐震工事からは外れるもので

ございます。

　なお、味舌小学校、三宅小学校も平成

２０年に統合されますことから、学校耐

震化から取り除いておるところでござい

ます。

○嶋野委員長　池上課長。

○池上青少年課長　それでは、私の方か

らわくわく広場のことについてご答弁を

申し上げます。

　先ほども藤浦委員の方からご指摘等も

ございましたけれども、人員の確保、ス

タッフの確保なんですけれども、本当に

苦慮しておるところでございます。

　先ほども申し上げましたけれども、ス

タッフの募集につきましては、いろんな

集まり等に顔を出させていただいて、協

力を要請しておるということと、それと

今で言いましたら指導員さんのつながり、

個人のつながりで一人が二人、二人が三

人という形でお手伝いいただいていると

いうことでございます。

　今後につきましては、やはり運営につ

きましては、個人のつながりに頼ってい

るところが大きいですから、やはり組織

だったものをつくっていかなければなら

ない。運営体制をきちんとしていかなけ

ればならないというふうに考えておりま

す。

　具体的な方策については、まだこれか

ら詰めていくところですけれども、やは

り中学校区、先ほどの教育協議会、すこ

やかネット等とも相談させていただきな

がら中学校区、また小学校区でわくわく

広場の運営を継続していける体制づくり

というものを今後つくっていきたいとい

うふうに考えております。

　それと、わくわく広場につきましては、

これは地域の方というのがキーワードに

なってくるかと思います。一人でも多く

の地域の方に参加していただいて、子ど

もと大人、また大人と大人のつながり、

顔の見えるつながりをつくっていきたい。

その中で名前は知らなくても顔は知って

いるということで、やはり夜遅ければ早

く帰りなさいと言ってもらえるおっちゃ

ん、おばちゃんを一人でも多くの子ども
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たちに財産として残せるような取り組み

になればいいなというふうに考えており

ます。そのためには、本当に１日３人と

かじゃなくて、来れる方についてはほん

とにちょこっとひまな時間を見つけては

のぞきに来ていただけるような体制づく

り、そういった協力を求めていけるよう

なものにしていきたいというふうには考

えておるんですけれども、まだまだこれ

から一つずつ体制づくり、また人の確保

に努めていくというところ、まだ一歩を

踏み出したところでございます。

○嶋野委員長　山本善信委員。

○山本善信委員　まず、土地の借上料の

問題ですが、特に１９８ページの小学校

費の土地借上料の問題で、今、馬場次長

の方から前年度の５％増しということと、

それからあとの税金の問題とか、そういっ

たことで答えられましたけれども、ちょっ

と具体的に、どこの場所で何平米あって、

どうだというところまできちんと答えた

いただくことが一つと。

　それから、近隣の参考価格というんで

すか、そういった分との比較というのは、

どういうふうに考えておられるのか、そ

の点について聞かせていただきたいと思

います。

　図書館の関係、それから体育施設の関

係については、今、お答えいただいた分

で結構でございますが、特に体育施設の

味生体育館の用地につきましては、これ

は建った経緯というのが若干、設置され

たときの、お借りしたときの経緯が若干

ありますので、これはもうこれ以上のこ

とは聞こうとは思いませんけれども、一

つ適切な借上料でやっていただきたいと

いうことを申し上げておきたいと思いま

す。

　それから、国旗・国歌の問題ですね。

本会議で普通の、ずっと今までから基本

的な姿勢として、ちゃんとおっしゃって

いただいたご答弁はよくわかるわけです

ね。ところが現実、現場へ入って考えた

ときに、果たして、特に私なんかが具体

的に目にするのは入学式、卒業式です。

　入学式、卒業式のときに校長先生が横

に置いたテープレコーダーで、カチンと

ボタンを押すというだけのことでやって

おられる。片一方は、ちゃんとした子ど

もにピアノを弾かせてやる場合もありま

すし、先生が弾かれる場合もあるかもし

れませんけど、ちゃんと校歌の場合はピ

アノ演奏して、そういう伴奏のもとでみ

んなで斉唱をすると。

　国歌のときは、何でそうなってるんや

ろ、同じ形でできないんかということで

すね。こういったことについて、教育委

員会として、どういうふうに考えておら

れるのか。

　いや、もうこれでよろしいんやと。と

にかく式場なり、そこらで鳴っとればい

いんやというような感じで、それで校長

先生みずからがテープレコーダーのボタ

ンを押すというような、こんなことを実

際に何とセレモニーの段階で、そういう

セレモニーの中心になっている、もちろ

ん子どもたちが中心ですけれども、それ

を主催している学校の責任者がそういう

形でポツンと押すような、こんなことの

いやしくも国歌がそういう形で扱われて

いるということに対して非常に私らは残

念に思いますし、国歌を歌えとか歌うな

とか、良心の自由がどうやとか、心の問

題までどうのこうのというような、そん

なことまでは言いません。

　だけど、それがほんなら押しつけにな

るのかならないのかということについて、

教育委員会が一体そんなやり方で果たし

ていいのかどうかということをちょっと

ご意見を聞かせていただきたいと、考え
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方を聞かせていただきたいというふうに

思います。

　それから、国歌の君が代の分ですね。

これは、子どもたちにちゃんと音楽の教

科書には冒頭に君が代の歌詞が書いてあっ

て、もちろん譜面もあります。それを具

体的に、いつ子どもたちにこういうもの

だというふうに教えているのか。それを

各学校で同じように教えているのかどう

かですね。

　それを歌いたくないとか、歌うなとか

歌えとかいうことじゃなしに、まず国歌

はこれですよということを教えるという

のは、これは学校として当然しなければ

ならないことですし、指導要領に基づく

話であるわけですから、そのことが具体

的に全然なされてないのと違うかという

ふうに思いますから、これから新しい年

度になって、その場にのぞんだ時に子ど

もたちに、これから新しい新入生が入っ

てきます。入ってきたときに、子どもた

ちにそのことを具体的に現場でどういう

ふうに教えられようとするのか、それを

聞かせていただきたいというふうに思い

ます。

　それから、耐震化のペースですけれど

も、一応とにかく計画的にやっていただ

いている。財政事情等がありますので、

なかなか難しいというふうには思います

けれども、的確に確実に進めていただき

たいということを思います。

　それから、今度統合される学校につい

てのお話が、今ちょっと出ましたけれど

も、これとても現場ではあとの利用計画

にも、跡地利用のかかわりの、あとの施

設の利用等についてもかかわる話ですの

で、ただ耐震であるべきはずの施設とし

て後々活用しなければならない場合もあ

るわけですから、そういったこととのか

かわりをどんなふうに考えているのか、

ちょっと今の答弁の中からお聞きして気

になりますので、ちょっと聞かせていた

だきたいというふうに思います。

　それから、わくわく広場ですけれども、

これは確かに人を頼りに来てもらうとい

うことは大事な話で、それはわかるんで

すよ。けれども、それがその全体的な組

織だった話にはならないわけですね。現

場で必要な人に来てもらうのに、どうい

う形で集めるか。

　例えば、普通、民生委員さんなんかで

したら民生委員の推薦会というのがあっ

たり、あるいはまた自治会長さんを通じ

て、きちんと組織的にちゃんとお願いし

たり、そういう形の一つのやり方がある

わけです。

　だから、そういうことを具体的に方法

論をしっかりと持って、こういう形で人

に来てもらわないと、なかなか募集して、

ビラを配って、校長先生から、どこから

や言うてやっても、なかなかそういう形

でそれに応じてくださる方が少ないとい

うふうに思いますので、そうなると生徒

そのものが、わくわく広場そのものが危

うくなるというようなことになりますか

ら、この時代ですからわくわく広場とい

うのは非常に大事な話。

　しかも、１週間に１回をさらに拡充す

るということで、大事な話だから、そう

いうふうにするわけですから、それのた

めの人集めというのをもっとしっかりと、

そういうふうにちゃんとした目標を持っ

て、しかも、具体的な方法論を持って、

やってもらわないといけないと思います

ので、そういった点について、もう一度

その考え方を聞かせていただきたいとい

うふうに思います。以上です。

○嶋野委員長　暫時、休憩します。

（午後３時　２分　休憩）

（午後３時３０分　再開）
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○嶋野委員長　再開します。

　馬場次長。

○馬場教育総務部次長　それでは、小学

校費の土地借上料について、積算基礎を

ということでございましたのでお答え申

し上げます。

　小学校費につきましては、一番大きい

のは千里丘小学校が２筆、それと鳥飼小

学校、個人さんから１筆、それとあと国

の方から柳田小学校で１筆。

　それで、計算方法は非常にややこしい

ので、千里丘小学校の積算の例を申し上

げますので、よろしくお願いいたします。

　先ほど申し上げましたように、一応予

算でございますので前年度の賃料の５％

を上乗せした額に前年度の税額を足し込

んだものを予算計上させていただいてい

ます。

　千里丘小学校の場合、２筆契約がござ

いまして、相手方はこれは財産区財産に

なりますので、基本的には任意団体でご

ざいますので個人の名前で登記しており

ますが、実質的には実行組合と水利組合

でございますので、現状ちょっと実行組

合と水利組合の契約ということでお答え

させていただきます。

　まず、実行組合と契約している部分が、

面積が５２２．３１平米ございます。予

算計上額として１５４万５，９８７円、

これを単純に割り込みますと、平米当た

りの単価は２，９５９．９円になります。

　もう１筆の水利組合の方の面積につき

ましては、４，３７２．１７平米。それ

で、予算計上額といたしまして１，２６

１万８，８０２円で、単純に単価を割算

しますと、平米当たりの単価が２，８８

６．２円となります。

　それで、小学校の借地料の考え方でご

ざいますが、これは特に千里丘小学校の

場合は昭和３１年当時の財産区財産の池

を借地しまして拡張したときから借地い

たしておりますので、当初借りたときの

金額は今直ちにちょっとわかりませんが、

今現在この借地料を決める基準といたし

まして、私どもが採用しておりますのは

固定資産税評価額を基準額といたしまし

て、大阪府の公有財産規則に基づく算定

率に３％を乗じて近傍価格として比較さ

せていただいております。

　それで、この大阪府の財産区財産の規

則の３％で出して近傍価格が先ほど申し

上げました千里丘小学校の５２２．３１

平米、実行組合の分ですと借地料として

１７７万３，０９０円の金額になります。

　また、水利組合の４，３７２．１７平

米につきましては、１，４８４万２，２

４９円となりまして、一応、この実行組

合、水利組合の方とお話ししてますのは

近傍の参考価格、大阪府の価格でござい

ますが、それに近づくまで基本的に前年

度の契約の５％を上乗せしまして、一応

賃料を出すと、そういう約束で平成１０

年以降来ております。

　これは、その当時、味生小学校でも借

地しておりましたが、そちらの方も同じ

ような考え方で積算させていただいてお

ります。一応、その大阪府の価格に達す

るまでは５％上乗せという形で出して、

相手方と一応の了承を得まして契約をし

ております。

　なお、契約につきましては、固定資産

税の税額が決まる新年度に入らないと積

算できませんので、実質、４月１日付で

すが、金額につきましては固定資産税の

額が出次第、また相手方の代表の方とお

話し合いをしまして、契約を交わさせて

いただいていると、そういう状況になっ

ております。

○嶋野委員長　岩見参事。

○岩見総務課参事　統合されます三宅小
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学校、味舌小学校の耐震化についての再

度のご質問でございますけれども、現在

この三宅小学校、味舌小学校につきまし

ては、跡地利用検討会議にて統合後の利

用方法について検討中でございます。

　来年４月には市長部局に移管され、市

長部局の財産として管理されますことか

ら、その利用方法として避難所等として

残す場合、体育館等について存続がされ

るという場合につきましては耐震診断の

後、耐震の工事は必要なものと考えてお

ります。

○嶋野委員長　奥田部長。

○奥田生涯学習部長　わくわく広場の人

集めの方法論の考え方でございますが、

現在、わくわく広場の運営は全市で校長

会代表、各すこやかネット代表、地域コー

ディネーター連絡会代表、教育委員会関

係課長からなる子どもの居場所づくり実

行委員会を組織いたしまして、運営に当

たっているところでございます。

　一方、現場で直接わくわく広場に携わっ

ておられます各広場の代表者の意見交換

会であります広場の指導員さんからなる

リーダー会議を２か月に一度開催し、意

見交換を行っているところでございます。

　今後、取り組みを進めるに当たりまし

ては、子どもの居場所づくり実行委員会

や指導員のリーダー会議等を通しまして、

各小学校区単位の子どもの居場所づくり

実行委員会の組織化に向けましてすこや

かネットの代表、青少年指導員代表、自

治会代表、ＰＴＡ代表、こども会育成会

代表などに参加を呼びかけて具体的に取

り組んでまいる所存でございます。

○嶋野委員長　福元理事。

○福元教育総務部理事　国歌、君が代の

指導についてでございますけれども、現

在、各市内全校から年間指導計画をいた

だいておるわけでございますけれども、

その中に位置づけて指導をしているとい

うことになっております。

　それから、君が代斉唱時の伴奏のテー

プの件でございますけれども、これは従

前からさまざまな議論がございました。

そういう議論の中で現状こういう形で今

あるというふうに認識をしております。

　ただ、この形がそうしましたら理想で

あって、未来永劫にわたって、この形で

行くのかといえば、それはやはり今の形

が絶対的な理想形であるということは考

えておりませんけれども、式の形態につ

きましてはさまざまな形態がございます

ので、それは今後議論をする必要がある

というふうには考えております。

○嶋野委員長　山本善信委員。

○山本善信委員　土地の借上料の問題は、

よくわかりました。申し上げたいのは、

積算に当たって近傍と余りかけ離れたこ

とにならないように、やはりその都度き

ちんと見直して、しかるべく適正な価格

で借り上げをしていだくということでやっ

ていただきたいというふうに思います。

　特に、千里丘小学校の場合は、公に準

ずる形での財産ということであるだけに、

往々にして近傍とのかかわりとか、そう

いうかけ離れた低い価格で事が処される

可能性というのがないとは言えませんし、

その辺のことを十分勘案してやっていた

だけたらというふうに思います。

　過去、例えば味舌上財産区の市場池の

今、イズミヤに貸してる部分につきまし

て、当初のいきさつがあったとは言うも

のの、かなり低い金額で貸していたとい

うことで、議会の総務常任委員会でもい

ろいろと問題になりまして、それで適正

な価格に変えられてきたと。今も使用の

態様が変わってますので、またさらにい

ろいろな形でことが運んでいるかという

ふうには思いますけれども、学校の施設
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とはいえ、やはりそういうふうに準公共

的な形の土地でありますので、それとの

借上料の値の決定については慎重に適正

な部分で間違いのないようにしていただ

きたいということをお願いしておきたい

と思います。

　それから、耐震化の問題につきまして

も、今、お答えでこれからの話ですけれ

ども、体育館の方はことが済んでないわ

けですけれども、こっち側の校舎の方は、

もう既に耐震化の工事が終わってるわけ

ですね。

　だから、そういったことやら、いろい

ろ考え合わせて、これから後の話、それ

から活用、これから統合になった後の利

用、もちろん先ほどご答弁なさったよう

に所管が移りますけれども、だけど教育

委員会、もともと教育の施設であったと

いうことから考えて、教育委員会として

はやはり後の活用については、やはり地

域コミュニティ、しかも特に社会教育の

立場からして必ず残してほしい、しかも

残し方についても十分な残し方をしても

らうためにも耐震化についての話も十分

考えてもらわなければいけないというこ

とを申し上げておきたいと思います。

　それは、やっぱり教育委員会として、

そういうふうな形で具体的に検討される

段階では、はっきりとものを言うてほし

いというふうに思います。

　それから、わくわく広場の特に指導員

の方の確保の問題ですけれども、これは

今のお答えでもちょっと不安に感じるわ

けですけれども、もっとさらに努力して

いただきたいということしか、もうそれ

以上言いようがありませんので、そうい

うことでお願いをしておきたいと思いま

す。

　それから、国旗・国歌の話ですが、今、

ちゃんとスケジュールに基づいて指導が

なされているんだということですけれど

も、実際、私が承知する限りというか、

様子を客観的に横から見てましても、果

たして子どもたちにちゃんと教えが行き

届いているのかという話になりますと、

そうはなっていないという部分が物すご

い見えるわけですね。

　ですから、これをやはり徹底して、ちゃ

んと覚えて、しかもそれについてのいい

話、悪い話、いろいろ今までから言われ

ている議論がありますけれども、そうい

うようなことも、ちゃんと教育の場で教

えて、それであとその子たちが歌うか歌

わないかという話になるわけで、今いろ

いろ言われてますけれども、押しつけな

いでくださいというような議論もありま

すけれども、それ以前の問題として子ど

もたちがちゃんと指導要領どおりに、ちゃ

んと覚えてるか覚えてないか、教えられ

てるか教えられてないか、それを自分の

ものにしてるかしてないかと、これが大

事なんですよ、それ以前の問題としてね。

　だから、その押しつけるとか押しつけ

ないとかいう問題以前の問題として、指

導要領で教育長がちゃんと一定の方向づ

けを本会議で答弁なさったように、その

方向づけであるんなら、その前の段階と

して必ず子どもたちにきちんと、これか

らまた新しい子どもたちが入ってきます。

あるいは、また中学校へ進学します。そ

のときに、きちんとそういう形で教える

ことが大事な話であるわけですから、そ

れを行き届かせていただきたいというこ

とを申し上げたいと思うんです。それに

対して、どういうふうなお考えか、ちょっ

と所見をちょっとお聞かせいただきたい

というふうに思います。

　それから、各学校がそれぞれ、まちま

ちのことになってないというふうにお聞

きしたわけですけれども、その点につい
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て間違いがないかどうかですね。

　それから、近隣の各市との間の、これ

は多少の違いはあったと言うても指導要

領は一緒ですから、だからその辺の近隣

の各市との間にいろいろ差がないか、差

というか違いがないかどうかですね。そ

の辺について、今現在の段階でどういう

ふうに承知しておられるのか、ちょっと

その辺のことも聞かせていただきたいと

思います。以上です。

○嶋野委員長　福元理事。

○福元教育総務部理事　君が代につきま

しては、現在も指導はいたしております

けれども、その指導の結果と、それが子

どもたちにどこまで定着しているかとい

うことは課題であるというふうに認識し

ております。ですから、指導はなされる

ということにつきましては、それは子ど

もたちに定着をするということが、これ

が教育的な効果だというふうに思ってま

す。

　それから、近隣との違いでございます

けれども、ちょっとこれは調査したこと

がございませんので、正確にはお答えが

ちょっとできかねます。さまざまな形が

あるというふうにはお聞きしてます。そ

れは、もう千差万別であると思っていま

す。

○嶋野委員長　山本善信委員。

○山本善信委員　もう、これ以上は申し

上げませんけれども、東京で裁判ざたに

なって、大変な話題になりましたけれど

も、ことほどさようにいろいろな形で問

題があることは十分承知しておりますけ

れども、そこへ行くまでの基礎的な段階

で、私が先ほどから申してますような部

分で、かなりそれこそ教育上の指導の問

題で不十分なところがあるのではないか

というふうなことを感じますのでこうい

うことを申し上げるわけで、要は、基礎

的な部分はしっかりみんな、それぞれちゃ

んと知り、あるいはまた感じた上で、あ

と、そのことについてどうこうする。こ

れはもう、それこそ押しつけたり、押し

つけられたりする問題ではないというこ

とは私はよく承知しているわけですから、

ただその一番前の段階での部分は、くど

いようですけど、やっぱり十分に教育的

な立場からやってもらう必要があろうと

いうことでありますし、ましてやその子

どもたちは、まだそのことについての判

断が非常に、まだ不十分な段階にあるこ

との中で、これはええんや悪いんやと、

あるいは歌うたらいかんのや、歌わんで

もええねんやというようなことを仮に暗

に逆に指導しているような話があるとす

るなら、まさしくその指導をしている立

場の人が自分らの思想心情を子どもたち

に押しつけてるということになるのと違

うかというふうに思いますので、その点、

教育委員会として、よく客観的にその辺

の事実をきちんと把握した上で指導して

いただきたいというふうにお願いして質

問を終わります。

○嶋野委員長　ほかに質疑ございません

か。

　石橋委員。

○石橋委員　それでは、午前中からの質

問で、かなり私の質問と重複するところ

がありますんで、その点については除い

て質問させていただきたいと思います。

　文化振興計画策定事業の中身について、

どういう内容でやられているのかという

のをお聞きいたします。

　文化というのは、私の個人的な考えな

んですが、まちづくりの私は原点である

と過去にもお話しさせてもらった経過が

あると思うんですが、これは非常に大事

な部分であるというふうに、私個人的に

考えておりますので、実例を挙げてどの
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ような振興計画策定事業をしておられる

のかというのを教えていただきたいと思

います。

　それと、公民館事業なんですが、これ

はいろんな公民館、私、公民館祭りに参

加させていただいておりますが、年々盛

況になって、私はいい傾向に来たなとい

うふうに認識しております。これから１

９年度に向けて、またいろんな方向性を

出していかれると思うんですが、今まで

にない方向性があれば一、二点、これも

例を挙げてお教え願いたいと思います。

　それと、午前中の質問になかったので

質問させていただきます。埋蔵文化財調

査事業、これは摂津として自慢すべき埋

蔵物が私はあるというふうに存じており

ますが、これも実例を挙げて、こんなす

ばらしい埋蔵物があるというのを例を挙

げてお答え願いたいと思います。

　それと、文化啓発事業ですね。この点

についても、どのような内容でやってい

こうとしておられるのか、これも例を挙

げてお答え願いたいと思います。

　以上、お願いいたします。

○嶋野委員長　中岡次長。

○中岡生涯学習部次長　それでは、文化

振興計画策定事業の中身でございますが、

午前中の藤浦委員へのご答弁でもちょっ

とお答えしておりますので重複するかも

わかりませんがご了承いただきたいと思

います。

　経過としましては、１８年７月から懇

話会の委員さんの委嘱を行い、現在まで

３回の懇話会を行ってきました。その間

の経過、先ほどもご答弁させていただき

ましたが、委員さん相互の理解を深める

ために文化の現状、課題、これからの夢

等々、議論といいますか、ご発言いただ

き、共通理解を深めてまいりました。

　その間、各種団体の方々、９団体との

ヒアリングも実施し、課題を浮き彫りに

してまいりました。

　また、市内の企業５０社５０人以上の

従業員を抱えておられる市内の企業の方々

にもアンケートを実施し、回答をいただ

き、企業でのメセナ活動についての実態

も調査をしてきたところでございます。

　今年度そうして３回終わりましたので、

これからは実際にこれから、どう計画を

立てていくかという中身の議論になって

くるかと思います。

　先ほどもご答弁しましたように、１２

月までには懇話会から提言をいただき、

同時進行で計画の骨子、施策の柱、そう

いったものを作成しながら、もちろん素

案ができましたらパブリックコメントを

実施し、やっていきたいなというふうに

考えております。

　それから、埋蔵文化財の具体的な例と

いうふうにおっしゃっているんですが、

私の知る限りは千里丘東５丁目の明和池

遺跡に昔のバックル、今で言うベルトの

バックルなんかが、ちょっとどう言うん

でしょう、何か言葉がちょっと出てこな

いんですが、そういったもの。それから、

近々では、千里丘のガードの拡張工事の

ときにサヌカイトというのが出てきてい

るということを承知しておりますし、そ

れはいろんなところで展示公開をさせて

いただいております。

　それから、文化財の啓発事業でござい

ますが、具体的には、費用的にはほとん

どできておりませんが、これは冊子をつ

くったり、今、文化財の関係ではふるさ

と摂津案内人とか、養成講座等々を実施

しておりますので、そういった方々のお

力をお借りしながら、また郷土の文化財

愛護会ですね、そういった方々等の協力

もいただきながら啓発事業として実施し

ております。ふるさと摂津案内人なんか
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の養成講座を通じて文化財の理解を深め、

また人材の養成を図っているというふう

なところでございます。

　公民館の方は、担当の方から答弁いた

します。

○嶋野委員長　田川参事。

○田川生涯学習スポーツ課参事　公民館

の１９年度に向けての方向性ということ

なんですけれども、公民館、１９年度は

社会教育の方針にも上げさせていただい

ておりますけれども、子どもの居場所づ

くりのことが問題になっておりますので、

子どもの読書の推進をする立場から、本

の読み聞かせ講座等、市立公民館６館で

講座として取り組んでいきたいと考えて

おります。

○嶋野委員長　石橋委員。

○石橋委員　文化振興計画策定の懇話会

の内容、もしよければ３回実施されたと

いうことなんで、もしよければどういう

ような内容なのか、この場で教えていた

だけるんであれば教えていただけたらな

と思います。

　それと、文化啓発事業なんですが、ふ

るさと摂津案内人、これはかなり浸透し

てきておると私は思っております。もっ

ともっと、こういう地道な、地道な活動

言うたら申しわけないんですが、こうい

うものを大切に盛り上げていっていただ

きたいというように考えております。

　公民館事業なんですが、もうちょっと、

ことしはこんなんやんねんでというよう

なのがあれば、公民館まつり等で去年と

はちょっと違うんやでというようなとこ

ろがあれば教えていただきたい。以上で

す。

○嶋野委員長　中岡次長。

○中岡生涯学習部次長　懇話会の３回の

内容でございますが、先ほどから申し上

げてますように、摂津市における文化の

事業の現状、例えば参加人数も含めて、

今、取り組んでいる文化事業の内容等、

それから各団体、美術協会とか文化連盟、

あるいは愛護会、参画していただいてい

る団体の文化事業の取り組みのご報告を

いただき、また先ほども言いましたよう

に、団体とのヒアリングの内容を報告し

たり、そういったものを順次開催してき

たというところでございます。

○嶋野委員長　田川参事。

○田川生涯学習スポーツ課参事　来年度

の公民館講座事業につきましては、特に

大幅に変わるということはないんですけ

れども、例年どおり各市立公民館では、

公民館まつり等を例年どおり実施してい

く予定にしております。

　それと、各公民館での講座等につきま

しても、若干講座予算の組みかえ等はあ

りますけれども、ほぼ同じ講座、事業費

で取り組んでいきたいと考えております。

○嶋野委員長　田川参事、公民館まつり

に関しまして、これからどのような内容

が決まっていくのかという、その過程で

すよね。それについて、今おわかりの範

囲で結構ですので、何かお答えできます

でしょうか。

　田川参事。

○田川生涯学習スポーツ課参事　公民館

まつりにつきましては、各市立公民館が

６館あるんですけれけども、５月に味生

と鳥飼東公民館、それから９月に千里丘

公民館、１０月が安威川公民館と新鳥飼

公民館、１１月に別府公民館ということ

で、できるだけ期間をずらして集中的に

ならないようにはしてるんですけれども、

それで一応、各公民館のそれぞれのまつ

りの取り組みにつきましては実行委員会

を組織させていただいて、公民館の利用

者、あるいは青少年指導員、体育指導員、

自治会の方からも入っていただいたり、
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あるいは公民館運営審議委員、地区の福

祉委員等、さまざまな各公民館でそれぞ

れ実行委員会に入っていただく方は違う

んですけれども、実行委員会を組織して

公民館まつり実施のための準備をしてい

ただいて実施をしていくという形を取っ

ております。

○嶋野委員長　石橋委員。

○石橋委員　ぜひともですね、４点質問

させていただきましたが、私はこの４点

は非常に大事な、まちづくりにとっても

大事なパートを占めるというふうに認識

しておりますので、ぜひともこれから公

民館まつり等を企画されていくというこ

とですが、盛り上げていっていただきた

いというように考えておりますので、よ

ろしくお願いいたします。

　以上で質問を終わります。

○嶋野委員長　本日の委員会は、この程

度にとどめ、散会します。

（午後４時　散会）

委員会条例第２９条第１項の規定により

署名する。

文教常任委員長� 嶋野浩一朗

文教常任委員 � 藤 浦 雅 彦
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